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発刊のことば

私たちのふるさと明野町は、桜川と刻ヽ貝川に挟まれた

広大な台地と河岸低地からなり、しかも豊かな自然に恵

まれて、古くから先人たちの生活の舞台となっておりま

した。

文化財は、私たちの郷上の歴史や文化を正しく理解す

るために、重要な役割を果たすものでありますから後世

のために大切に永く保存していく義務があります。

再度、町の事業として第 2年次の倉持遺跡の発掘調査

を実施し、ここに多くの成果を得られましたことは、明

野町の原始、古代がさらに究明され、歴史の一端が明ら

かになったことと確信しております。さらにこうした成

果が生きた教材として広く活用されることを願うととも

に、町民の文化財に対する認識を深めることにもなるも

のと念じております。なお、当遺跡の調査は今後その全

貌を明らかにする所存でありますので、関係各位の御協

力と御指導をお願い申し上げます。

今回の調査に際しましては、たくさんの方々の御協力

御理解をいただき、ここに改めて厚く御礼申し上げまし

て発刊のあいさつといたします。

昭和59年 3月 31日

明野町長 加倉井正利
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第 1章 遺跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置 と地理的環境

倉持追跡は茨城県真壁郡明野町大字倉持に位置する。東は霞ヶ浦に南流する桜川と、西は利

根川に流れ込む小貝川、旧小貝川が造り出した河岸段丘と台地からなる地形で形成されており、

追跡はこの台地の縁辺部に立地している。東側には霊峰筑波山 (標高687m)を眼前に控え、眼

下には水田が北西部から南東部にかけて細長く展開 tノ ている。水田面との比高差は約10mで、

遺跡の中央部には、東側の台地下の水田地帯から小支谷が入り込んでおり、倉持遺跡はこの谷

を取り囲むように形成されている。

遺跡の標高は35m、 東側に向かって緩やかに傾斜しており、台地のすぐ下には薬師池とよば

れる池が存在している。なお、遺跡周辺にはこうした水源がいくつか確認されている。遺跡は

現在畑地となっており、土器や石器等遺物の散布する範囲は台地沿に約450m、 台地の奥部ヘ

約150m程 であり、追跡の規模もこの範囲でとらえられるであろう。

河川 (旧河川も含めて)が形成した河岸段丘と広大な台地は、筑波山を仰ぎつつ傘下の真壁

地方に大きく大自然のパノラマを展開しており、 1万年以上も前から古代人の生活する舞台と

なっていたことを想像させる。倉持遺跡もこうした真壁地方の遺跡の 1つ として存在している。

第 2節 遺跡の周辺の歴史的環境

倉持遺跡は水田地帯に面した台地の縁辺部に位置しているが、同様に水田地帯を挟んで東側

の低段丘や西側の台地縁辺部にも追跡が広がっている。倉持遺跡のすぐ北側の小支谷をはさん

で宮前遺跡 (表 1-92)、 その北には宮北追跡 (表 1-90)がある。南側には古墳時代から平

安時代にかけての富士山遺跡 (表 1-94)や倉持前畑遺跡が存在している。水田を挟んで対岸の

微高地 (標高24m、 水田面との比高差は 1～ 2m程である)は南北に細長くのびる沖積地で、

西側の大村排水路に沿って遺跡が展開している。倉持追跡の調度真北の方向には、縄文時代中

期から晩期、さらには古墳時代、歴史時代の遺物がみられる複合遺跡の山王堂遺跡 (表 1-10

がある。ここは山王堂合戦の古戦場であるが、縄文時代晩期の好資料が多くみ られる。山王

堂追跡の南側には宮先遺跡 (表 1-85)、 狭間違跡 (表 1-86)、 台追跡 (表 1-87)な ど縄

文時代から弥生、古墳時代さらには奈良、平安時代、中世に至るまでの遺跡が低段丘上に存在

している。このことは旧河デIIに よって形成された微高地がかなり早い時期に拓かれていたこと

を示している。倉持遺跡の北側には雲井ネ申社と呼ばれる郷社があり、以前は、流鏑馬も行なわれ

いたと聞く。そして南側には東石田に平国香の館跡、墓地が明確ではないが存在していること

等を考え合わせると、中世この地が歴史の舞台となり、動乱の中にあったことが想像される。
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表 1 明野町の追跡 (明野町資料第七集「明野町の遺跡と違物」から中0-部欠番)

Wo 遺 跡 名 備  考 No 造 跡 名 備  考 No 追 跡 名 備  考 No 遺 跡 名 備  考

4

5

1

乏

7

10

11

12

13

14

15

16

17

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

台 畑 古 墳

灯 火 山 古 墳

えんなみ台古墳

鶴田石葉山古墳

六 丁 部 追 跡

東叡山承和寺跡

北 峰 造 跡

滝 ノ 上 遺 跡

池ノ上(藤山)追跡

東石田古墳群

堂 ノ 下 遺 跡

倉持中妻追跡

山 王 堂 造 跡

宮 山 古 墳 辞

宮 山 遺 跡

海老ケ島城跡

藤 塚 遺 跡

鷺 島 遺 跡

宮山観音古墳

三所宮北遺跡

三所宮南遺跡

村 東 遺 跡

吉田金井遺跡

吉田新田前遺跡

境 ノ 町 遺 跡

塔 ノ 内 追 跡

内 淀 西 遣 跡

北 浦 遺 跡

北 明 遺 跡

西 明 遺 跡

屋敷付西追 llI

屋敷付南追跡

鍋山東原遺跡

縄文～中世

平安時代

縄文～平安

縄文～中世

縄文～平安

円墳古基

弥生～中世

縄文～中世

縄文～中世

円墳5基

縄文～中世

室町時代

縄文～中世

弥生～中世

前方後円墳

古墳時代

古墳～中世

古墳～中世

古墳～平安

古墳～平安

古墳～平安

縄文～古墳

古墳～中世

古墳～中世

古墳時代

古墳～平安

古墳時代

中   世

縄文～中世|

54

55

56

57

58

59

60

6ユ

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

771

八坂神社古墳

駒 込 古 墳 群

陣 場 遣 跡

犬 場 場 遺 跡

硲 西 追 跡

向 台 追 跡

硲 西 南 遺 跡

宮山石倉追跡

山 合 追 跡

矢 尻 跡 跡

坪 内 追 跡

押尾古屋敷追跡

下 宮 遺 跡

稲 荷 前 追 跡

石 倉 西 遺 跡

石 倉 東 遺 跡

中 根 遺 跡

炭焼戸西遺跡

炭焼戸東遺跡

新 堀 遺 跡

台 山 遺 跡

城 ノ 内 遺 跡

田宿炭焼戸追跡

菰 冠 北 遺 跡

菰 冠 南 遺 跡

戸 張 追 跡

岡 山 追 跡

稲 荷 塚 古 墳

久 保 山 遺 跡

久保新田遺跡

海老ケ島東原遺跡

館 野 遺 跡

赤 町 追 跡

1古墳～中世

古墳～中世

(不  明)

中   世

古墳～平安

古墳～中世

古墳～中世

古墳～中世

古墳～中世

古墳～平安

古墳～平安

古墳～平安

中  世

中   世

古墳時代

縄文～平安

古墳～平安

中  世

古墳～中世

古墳～中世

古墳～中世

縄文～中世

方  墳

縄文～中世

中   世

古墳～中世

縄文～中世

古墳～中世

桂
187

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

H2

1131

1141

有 田 西 遺 跡

有 田 北 遺 跡

有 田 東 遣 跡

宮 先 遺 跡

狭 間 遺 跡

跡遺

堂 前 遺 跡

倉持北原遺跡

宮 北 遺 跡

水 落 追 跡

宮 前 遺 跡

原 久 保 澄 跡

富 士 山 遺 跡

倉持前原(新井)遺勘

竹 垣 前 遺 跡

上 回 地 前 跡

金 塚 遺 跡

東 浦 遺 跡

中 坪 遺 跡

舟 塚 遺 跡

稲 荷 窪 遺 跡

北 門 遺 跡

高 ケ 山 遺 跡

一 ツ 塚 遺 跡

成井北原追跡

成井古屋敷遺跡

中 島 遺 跡

向 山 追 跡

十 三 塚 遺 跡

林 跡 東 追 跡

林 跡 西 遺 跡

狸 塚 遺 跡

大 地 遺 跡

古墳～平安

古墳～中世

縄文～平安

縄文～平安

縄文～中世

古墳～中世

中   世

古墳～平安

縄文～中世

縄文～中世

弥生～中世

縄文～古墳

縄文～中世

古墳～平安

縄文～平安

古墳～中世

古墳～中世

古墳～中世

縄文～中世

奈良・平安

古墳～平安

古墳～中世

中   世

中   世

古墳～平安

縄文～中世

縄文～中世

縄文～中世

縄文～中世

縄文～中世

中   世

縄文～中世

縄文～中世

111

11(

11+

111

11(

12(

121

12′

12(

12`

12(

12(

12,

12〔

12:

13(

13]

13を

13モ

134

13[

13C

t37

138

139

14C

t41

142

143

144

145

t46

147

新 畑 追 跡

池 ノ 台 遺 跡

清 水 頭 遺 跡

孤 ケ 宮 遺 跡

山 ノ 入 遺 跡

弟 田 遺 跡

鳥ノ子島遺跡

下 山 遺 跡

中 島 山 遺 跡

鶴 田 東 遺 跡

台山ノ下追跡

一丁田西遺跡

一丁田東遺跡

西 田 向 遺 跡

南 久 保 遺 跡

北 ノ 内 遺 跡

五 軒 遺 跡

山 ノ 下 遺 跡

椛屋前東遺 II

糀屋前西遺跡

塚 ノ 上 遺 跡

我仁内前遺跡

谷 原 道 遺 跡

節 子 台 遺 跡

光 連 追 跡

遊 内 追 跡

篠 合 遺 跡

作 合 遺 跡

香 取 遺 跡

百 目 畑 追 跡

上 自 畑 追 跡

宮 台 遺 跡

西 原 北 遺 跡

中   世

中   世

古填～中世

古墳～中世

中   世

中   世

中   世

中   世

中  世

奈良,平安

古墳～中世

縄支～古墳

奈良～中世

中   世

縄文～平安

奈良～中世

縄文～平安

古墳～中世

古墳～中世

古墳～平安

古墳～平安

縄文～中世

古墳～中世

古墳～中世

縄文～古墳

古墳～中世

古墳～平安

縄文～中世

縄文～中世

縄文～古墳

古墳‐中世

古墳ヽ 中世

縄文～中世
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第 2章 発掘調査に至る経緯

第 1節 第 2年次発掘調査に至る経緯

明野町力湘召和55年 から同57年 にかけて行なっ

た遺跡の分布調査では、埋蔵文化財の包蔵地、

所謂遺跡が151ヶ 所確認されている。こうした

多くの追跡が町内各所に分布 しているにもかか

わらず、郷土の歴史を知る上に重要な埋蔵文化

財として、正 しく理解し、活用する機会にあま

り恵まれていなかった。そのため、地域住民の

文化活動に対する認識も消極的であった。一方

第一次発掘調査区

第二次確認調査区

第二次発掘調査区

I    
至中根

では地域開発における自然環境の破壊が進み、変りゆく社会構造の中で先人達から受け継いで

きた尊い文化遺産に対して、ともすれば自分達のあるべき姿、心を忘れがちであった。

こうした現状をふまえて、文化活動の開発を推進することがこれからの課題であるとして、

文化財に対する町民の意識を高揚させていくために、町の文化財保護体需1を整備する計画をも

ち、文化財保護審議会の答申に基づいて長期的な展望に立った具体的な調査計画が作成された。

以後、一連の協議の中で埋蔵文化財を開発から保護し、活用していくためには町民の埋蔵文

化財に対する理解と協力が必要であるとして、昭和56年 4月 、社会教育活動の一還として、遺

跡の継続的な学術調査を実施するために発掘調査の年次計画と予算が計上され、追跡調査会が

設置された。そして、昭和56年 7月 には初めて倉持追跡の予備調査が実施されたのである。

予備調査の結果をもとに、さらに協議、検討が加えられ遺跡調査会では倉持遺跡の全容を究

明するために総合的、体系的な調査が必要であるとして、以後、継続的な学術調査を実施 して

いくことを決議した。こうして昭和56年 8月 、倉持遺跡の第 1年次発掘調査は開始されたので

ある。 2ヶ 月間の調査は様々の成果をあげて終了、検出された遺構も現状のまま再び土中に保

存されたのである。第 1年次の調査で検出された遺構や出土した遺物については、その後整理

され、昭和58年 3月 に報告書にその成果をまとめている。そして、第 1年次の調査を基にした

倉持遺跡の今後の調査方針が決定され、昭和57年 11月 、第 2年次の調査が開始されたのである。

第 2節 第 2年次調査の方法

第 2年次の発掘調査は、第1年次発掘調査区に隣接した西側地区について実施された。第 1

年次の調査で設定した基準杭を基に基本軸を南北にして、調査区に20m× 20mの方眼をかけた。

方眼は南北軸に北から0, 1, 2… …6, 7, 8と 算用数字を使い、東西軸に西側からA,B

第 3図  第 1次・第 2次調査区
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C,…F,Gと つけた。20mの各方眼を大グリッドとして、さらにこれを4m× 4mの小方眼

に区分し、西から縦 (南北)に それぞれ 1, 2, 3, 4, 5, 6～ 10,11～ 15と 25ま での番号

をつけ、各方眼を7F25, 8G lの ように小グリッドに分けて呼び、遺構、遺物もグリッド別

に記録していった。調査区の南側 (倉持字中妻681番地)部分については、東端と西端に1.5m

×17m,1.5m× 16mの南北 トレンチを入れた。また】ヒ側 (同685番地)部分については、表土

を景」いで遺構の確認のみ実施した。調査面積は全体で約2400ド で、地形測量は一年次ごとに行

ない、耕作の支障がない部分について調査を実施することにした。

調査は表土剣ぎから行ない、遺構のプランを層位ごとに上面から確認して、100分の 1の全体

図を作成した。確認された遺構は各グリッドごとに遺構番号をつけ、遺物を取り上げた。検出

された全体の遺構はヤリ方を組んで縮尺20分の 1で平面実測をした。なお、時代的に重複する

遺構に関しては上層の調査が済み次第、下層まで観察を行なった。調査区は調査終了後、埋め

戻し、ロータリーをかけて耕作できる】犬態にして全ての作業を終了した。

第 3節 第 1年次調査の概要

昭和56年 8月 から2ヶ 月間にわたって実施された第 1年次の調査は、面積約820ド 縄文時

代中期後半から後期前半にかけての土壊39基、埋病 2基、焼土ピット3基、弥生時代後期の住

居跡 1軒、古墳時代前期の方形周溝墓2基、古墳 (円墳)1基、中世の溝 2条が確認されてい

る。縄文時代の土壊は調査区の北側に集中する傾向があり、墓址的な性格をもっている。また

弥生時代の住居跡は古墳 (封土を削平された円墳)の同堀の内側ほぼ中央部に検出されている。

遺物は平箱で60箱以上 (約 2万点)出 しており、縄文時代から中世までの長期にわたってい

る。縄文時代は中期の阿玉台式、加曾利EI～EⅣ式、後期の称名寺式、堀之内式が主で他に草倉」

期初頭の撚糸文系土器群の井草式土器や晩期前半と思われるものがみられる。石器については

打製石斧、磨製石斧、石鏃、石皿等が出土している。弥生土器は多くなく、破片が数10点みら

れるだけである。古墳時代のものとしては、方形周溝墓の溝内から底部穿孔壺形土器、器台形

土器が出土し、古墳の周堀からは椀形土器や鉄製刀子が出土している。他に谷部のⅢ層上面か

ら須恵器 (「院」と読める墨書土器)や内耳片が出土している。

第 4節 第 2年次調査の概要

第 1年次に引き続いて実施された第 2年次発掘調査ではさらに多くの土壊及び住居跡が検出

され、集落が丘陵の縁辺部から内陸部に向かって展開していることを予想させる。また、これ

まで明野町では明確にされてなかった歴史時代の遺構や、旧石器時代のナイフ形石器や尖頭器

などもみつかり、今後の研究調査に新たな資料と課題を提示した。
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22号土壌

13号土城

(袋状土墳 )

(底部穿孔土器 )

I号方形周溝墓

D―土療・ピット

U一埋塞

F―焼土ピット

器台 9       5,     2号埋売

第 4図 第 1年次調査遺構全図 (遺物の縮尺不同)

なる、 2年次め調査で検出された遺構は重複しているものが多く、遺物も混同している。そ

のために上面からの観察だけでは不充分で、堆積土層や遺物の検討をしなければ明確な時期、

性格については決定できないであろう。また、遺構だけでなく遺跡をとりまく自然環境や歴史

的、地理的諸条件等も地形の生成と考え合わせて重要な問題になるであろう。 2年次の調査で

は、限定された調査区内で検出された遺構のみについて報告する。

1号埋甕
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3号方形周溝墓

第 3章 検出された遺構

第 1節 第 1ト レンチ

調査区の南側に設定した第 1ト レンチは幅1.5mで長さ17.5mの範囲から、土竣、小竪穴、溝

柱穴と思われるピット群が検出されている。堆積している土層は上から暗褐色の耕作土 (第 I

層)、 次に比較的しまっている暗褐色土 (第 Ⅱ層)、 第Ⅱ層が比較的細い粒子の黒褐色土層で

第Ⅳ層がやや黄色味を帯びた茶褐色土層である。これ等の上層は攪乱もみられず、自然に堆積

したものと思われる。上面から90cm程で地山の粘土層にあたり、土墳や柱穴の一部は第Ⅳ層か

ら掘り込んで、粘土層まで達している。また、地形をみると南側から耳ヒ側に緩く傾斜しており、

北狽1か らもやや傾斜しているところから、浅い窪みのような地形であると考えられる。南側の

ビット群はこの窪みの調度外周に位置している様な状態であり、この窪みの周りに巡らされた

ものかも知れない。Pllよ深さ55cm、 P2は 65cm、 P6は46cmを測る。窪みの中央部には溝】犬の落

込みがあり、さらにその下層には土竣が検出されている。土渡の南】ヒ幅 (東西幅は不明)は 60

cmで、内耳の破片と1可原石が底面よりはやや浮いた様なイ犬態で出土している。その周辺には土

壊 (ピ ットを含む)が集中している。P4と P31よ 第Ⅳ層から掘り込んでいる土墳である力＼外同

に粘上の高まりがみられる。P4では径約15cm程の柱痕が残っており、粘土層まで掘り込んでい

る。

2号方形同潜墓
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なお、 トレンチの南端部には小竪穴がみられる。形状は部分的にしか検出されていないので

不明確ではあるが、不整形で南耳ヒ幅は1.7m(東西幅は不明)、 壁の立ち上がりは南側、東側が

やや急であるが、北側は緩く傾斜している。掘り込みの深さは南側で25cmを瀕1る。床面は比較

的しまっており、ピットが北側に 1個 (径 20cm、 深さが床面まで47cm)、 東側に 2個 (径 15cm

深さが床面まで26cml検出されている。出土した遺物は縄文時代後期のものが主で (第 9図 )

型式的には堀之内式に比定されるものであろう。

第 2節 第 2ト レンチ

第 1ト レンチと同様に調査区の南側 (東端)に幅1.5m、 長さ16mの規模で設定した第 2ト レ

ンチ内で確認された遺構は溝、土装、ピット (小穴)で、北根1には追跡の東側から入り込む谷

地形の一部が検出されている。幅は1.8m程で深さが表土から1,2m、 これが南端部であるから

第 1年次の調査で確認されている谷はかなり深く入り込んでいたものと考えられる。そして調

査区で検出された南東部の遺構は縄文時代以降中世に至るまで、この谷が埋没して土が堆積し

た後に構築されたものであることがわかったのである。

谷の落ち込みの上面は比較的平らな部分 (標高33.6m)が 6m程続き溝状の落ち込みにはい

る。溝の幅は3m、 深さ65cm(最深部)で南側、耳と側とも立ち上がりは緩くなっている。溝の

南側にやや緩やかに傾斜するテラス面が形成されているが、地山の粘土層が露出している。粘

土面が表われるのは表土から60cm(標講 4.13m)程 の所で、溝状の遺構やテラス面は粘土層を

掘り込んで構築されている。テラス面から40cm程立ち上がった南側には幅70～ 80cm、 深20cmの

溝が東西に走っている。溝の立ち上がりは北側が緩く、南側がやや急になっており、底面も緩

く蛇行して西側から東側へ緩い傾斜になる。溝に堆積している土層は暗褐色土でややロームブ

ロックが多く混入しているが、基本的にはテラス面の上面に堆積している層とほぼ同じである。

トレンチの北側には不整形の土装やピット (小穴)が検出されている他、長方形の土渡 (幅

80～ 90cm、 長さ2.2m、深さは35cm、 主軸方向を南北にもつ)や、南西方向から北東方向へ走 る

小溝 (幅30～ 40cm、 深さ6～ 10cmの浅い溝)が検出されているが、これらのほとんどが地山の

粘土層まで掘り込んでいる。主な出土遺物としては、土壊 1や土装 5で内耳片、土竣 3で砥石

がやや浮いた状態でみつかっている。他には遺構が埋没する段階に周囲から流れ込んだか、あ

るいは縄文時代の遺構を破壊 したものか、かなりの量の縄文土器及び石器が出土している。時期

は中期から後期にかけてのものであるが (第 10図)、 南側に集中していることや浮いた状態で

検出されたことを考えると、ある時期にまとめて廃葉されたものかも知れない。
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第 2ト レンチの中央部に検出された溝は第 1ト レンチに続くものであろうと思われるが、北

側の小溝は第 1年次の調査で検出された溝の類であろう。さらに溝の上段のテラス面やその上

の溝等は、谷が埋没した後に構築されたもので相当規模の施設と考えられる。時期も明確で

はないが、出土遺物からみて平安時代以降のものであろう。

第 3節 堆積土層

調査区の西側と東側にそれぞれ幅30cmの南北セクションベルトを設定、堆積土層の観察を行

なった。調査区は北から南へ緩く傾斜しているが、谷地形が埋没した部分なのでかなり厚く堆

積 (深い)し ている。すなわち、丘陵の奥部はやや薄く、斜面に向かうほど厚く堆積している

のである。現耕作土 (表土)の厚さは20～30cmの暗褐色土層である。第コ層は暗灰褐色土で厚

さは10～ 20cmと 薄い。最も新しい遺構である畝状の遺構や土装の一部は、この層を掘り込んで

構築されている (第 I期 )。 第Ⅲ層はやや堅くしまった明茶褐色土で、平安時代の上壊や、縄

文時代の袋状土墳やピット等はこの層より掘り込んで、地山の白色粘土層まで切り込んでいる。

白色粘土層は標高33.5m程の所で、上面にはソフトローム層が30cm程堆積している。方形周溝

墓等はローム層まで掘り込んでいるが、溝のフク土は自然埋没によるものである。西側では遺

構が複雑に重複して、溝の埋没後遺構が構築されており、土地利用が頻繁であったらしい。

第 4節 縄文時代の遺構

第 2年次の検出された遺構は縄文時代から歴史時代にわたっているが、密度が高く遺構の重

複が著しいために明確な性格 (時代)を 明らかにすることは困難である。特に土獲と称 した遺

構は攪乱があったり、遺物の出土状態がはっきりしないために、分類するのが難しかった。

縄文時代の遺構は大きく分けて住居跡と土竣の 2種類に分かれる。さらにこの土崚は (1)

小竪穴、 (2)袋状土羨、 (3)土竣、 (4)ピ ット (小穴)の 4種類に分けられる。住居肋

については使用期間が短かいせぃか、あるいは後世の遺構に破壊されたものか、形状がはっき

りしない。柱穴は数個みられる程度で、炉跡と考えられるピットについても焼土が残っていな

い。辛うじて床面と壁の立ち上がりが確認できる程度である。遺物の出土状態をみても、フク

土に検出されるものがほとんどで、これらは周囲から流れ込んだものと推定される。遺構に確

実に伴うと判断されるのは極くわずかである。

小竪穴は住居跡とは異なるものだが、住居に似た形態を示す。ただ住居跡よりは小規模で、

不整形なものが多い。床面は住居に似て平らで比較的しまっている。柱穴と確認できるピット

は少なく、中央部に1個 ぐらいというのが多い。壁の立ち上がりも短かいが、原形はもっと高

く、しっかりした上部構造をもつものかも知れない。
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四

引

契

凡

暗褐色土 ローム粒少量、焼上、炭
(耕作土)化粒混入
暗褐色土 ローム粒、粘土粒、焼土

炭化粒少量混入

茶禍色土  ローム粒、粘土粒多量、
細ロームプロック少量混

入

暗褐色土 ローム粒少量、焼土炭化
粒極少量混入

暗茶褐色土 ローム粒、細ロームブ
ロック粘土少量混入

暗茶褐色土 ローム粒、ロームブロ
ック少量焼土、炭化粒

極少量混入

暗褐色上 ローム粒少量混入
暗褐色土  ローム粒やや多く混入
明茶褐色土 ローム粒、粘土粒やや

多く混入

暗茶褐色上 ローム粒少量混入
黄褐色土 ロームブロック多く混入
褐色土 ローム粒、ロームブロック

多く混入

明茶禍色土 ローム粒、粘土粒やや
多く混入、焼土少量

茶褐色土  ローム粒少量、粘土粒や
や多く混入

褐色土 ローム粒多く混入
黄褐色土  ロームブロック多く混入

(ボ ロボロしている)

褐色土 粘土粒、ロームブロック多
量、ローム粒やや多く混入

例

暗褐色土 ローム粒、粘土粒、黒色
土粒多く混入 (堅 くしま

っている)

暗茶褐色土  ローム粒、粘土粒少量
混入

茶褐色土 ローム粒、粘土粒少量混
入

暗茶褐色土 ローム粒、粘土粒少量、
ロームブロック、炭火

粒極少量混入

暗茶褐色土 ローム粒、粘土粒やや
多く、ロームプロック、

黒色土粒少量混入

褐色土 ロームプロックやや多く、
黒色土粒少量混入

茶褐色土 粘土粒やや多く、ローム
粒少量混入

黒褐色土 ローム粒少量、ロームブ
ロック、炭化粒極少量混

入

明茶褐色土 ロームプロックやや多
く、粘土粒少量炭化粒

少量混入

褐色土 粘土プロック、ロームブロ
ック多く混入

褐色土  ローム粒、ロームプロック
多く黒色土粒少量混入

黒褐色土 ローム粒、粘土粒やや多
く混入

暗灰禍色土 粘土、ロームブロック
やや多く、ローム粒少

量混入

黄灰色土 粘土ブロック多く混入
明茶褐色土 粘土粒多く、粘上ブロ

ック少量混入 (さ らさ

らした砂質土 )

日
∞
ｏ
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函
隠
鎖
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』
総
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9
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第 1ト レンチ

L=34735m

ソフトロームR4

(凡例)

I 暗褐色土 耕作土
Ⅱ 暗褐色土 粒子の粗い土、比較的

しまっている

Ⅱ 黒褐色土 粒子の細かい粘土粒混
入、しまっている

V 茶褐色土 ローム粒やや多く、粘
土粒少量混入

第 2ト レンチ
南              _

暗褐色土 ローム粒少量混入
明褐色土 ローム粒多く、格土粒

やや多く混入

黒褐色土 ローム粒やや多く、黒
土少量混入

福色土 ローム粒がやや多く混入
褐色土 ローム粒がやや多く混入
福色土 ローム粒、焼土粒、CO

混入、しまっている

暗褐色土 ローム粒極少量混入。
暗褐色土 ローム粒やや多く混入

9 黄褐色土 綱かいロームプロック
やや多く混入     16

10 暗相色土 ローム粒多く混入
11 暗褐色上 ローム粒少量混入   17
12 褐色土  ローム粒、細かいロー

ムプロツク多く混入  18
13 暗褐色土 ローム粒、ロームプロ

ックやや多く混入

14 暗灰褐色土 ロームプロック、口 19
-ム粒やや多く混入

15 灰襴色土 粘土粒、ローム粒多く、

CO極少量混入。
灰褐色土 粘土粒、粘土プロック、ロー

ローム粒子多く混入

黄灰色土 粘土粒、粘土プロック
多く混入

暗灰褐色土 粘土プロック多く、
ローム粒やや多く混入

入

黒灰褐色土 黒上、粘土粒やや多
く混入

革

(凡例)             V′ 黒褐色土 ローム粒、粘土粒少量 3
1 暗榔色土 耕作土              混入、ポロポロしている

Ⅱ 暗褐色土 ローム粒極少量混入、        る          4
ややしまっている  Ⅵ 黒褐色上 ローム粒少量混入

Ⅱ 暗褐色土 ローム粒少量混入、や Ⅵ 褐色土  ロームブロンクやや混人 5
やしまっている    と 暗褐色土 ロームプロック多く混 6

Ⅳ 茶褐色土 ローム粒やや多く、格       入、ポロポロしている 7
土粒少量混入    2 黒褐色土 ローム粒少量混入、堅く8

V 黒褐色土 ローム粒、粘土粒少量       くしまっている

混入、堅くしまってい

る

N+9´~10~
1

黒相色土

暗福色土

黄灰色土

褐色土

灰福色土

暗灰褐色土

ローム粒、粘土粒、C
O、 焼土少量混入

ローム粒少量、粘土プ

ロック多く混入

粘土プロック多く混入

ローム粒やや多く混入

粘土層

粘土プロックやや多

く、焼土少量混入

9 貢灰色土 粘土粒、ローム粒やや
多く混入

ローム粒多く混入

ロームプロック多量、

粘土プロック少量混入

土

土

色

色

褐

福

明

第 8図 第 1'2ト レンチ遺構図

第 1ト レンチ出土土器-1は P3、 2(土製円盤)は P5、 3は P7、 4～ 8は第Ⅱ層、 9は

Ⅲ層、10～ 15は ローム直上出土 (加曽利 EⅣ )、 16～ 30は小竪穴 1出土で30(EⅢ )以外はEⅢ 。

31は Ⅲ層出土の灯明皿、32は P7出土の摺鉢、33は硯、34は 内耳土器で土鍍 1出土のもの。

第 2ト レンチ出土土器-1、 7～ 22、 24～ 26、 28～ 30は第Ⅲ層 (暗褐色土)出土。 2～ 6、

4、 10、 12は加曽利 EⅣ。23～ 25は弥生土器。23、 27、 31は土壊 4出土。 2は阿玉台。 ユ
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∈畏住居跡

第11図 縄文時代の遺構

袋状土墳は上面の穴が小さく、底がフラスコ状に広がるもので、内部がオーバーハングする

だけのものも合めた。 (本来は分けられる)本来、貝宇蔵用のためと思われるが、骨片や焼土が

みられるものもあり、二次的に利用されることも少なくないようだ。遺構の重複が著しいため

に、他の遺構の精査中に突然見つかる時もある。第25図 6に付随する遺構もそうである。

土渡は所謂墓竣と判断されるものであるが、遺物の残存状態が良好でないこと、遺構の規模

が小さいこと等、必ずしも墓と判断できるものはほとんどない。形態的に何種類かに分けるこ

とができるが、今回は合わせて報告することにした。

ピットは貯蔵穴と考えられる円形の穴であるが、後世の建物の柱穴とまちがえることもあり、

土層の観察と上面観察 (位置等)に 気を配った。遺構は各グリッドごとに番号をつけたが、将

来的には統一した記号がつけられる予定である。

土躾及び
ピット他

iO。 与″
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― ―

Ⅱ 暗灰色土 粘土粒やや多く混入
Ⅱ 黒襴もと 粘■粒、ローム粒極少41a
Ⅳ 躾 絶 土 紐 樋 少朗 入
V 研編にと 粘土粒少二混入
Ⅵ 黒4tL 粘土プロック、ロームプロッ

やや多く混入

Ⅵ 暗茶襴色土 冶土プロックやや多く混入
粗 唱輻にと 梢止粒、ローム粒少量混入
Ⅸ 暗襴色と 粘土粒、ローム粒少二、黒色

方形周溝基

l(7F14)

―
B′

嶋澪
Ⅵ

� ＼
2号方形周溝基

3号方形周清基
2(7F18)

X 黒襴色土 お土ブロック、ローム迪少曇、黒色土粒
多くわ(

Xl 明襴色土 コーム粒多く、CO極少曇混入、堅くし
まっている

粗 編ヒ土  細ロームブロック極少曇、
境と粒、CO少二混入

③ ◎
/

第12図 遺構図 1-住居跡

褐色土  ローム粒少量、
焼土粒、CO
極少量混入

褐色土  ローム粒少量、
焼土粒、CO
極少量混入

黄相色土 ローム粒、
ロームプロ

ックやや多

く混入

黄褐色土 ロームプロ
ック多く、

焼土粒もや

や多く堅い

福色土  ロームプロッ
ク

-16-



I  相色土 ローム粒やや多く混入
Ⅱ  暗褥色土 小ロームブロック少量、黒色上粒多く混入
Ⅲ  欄色土  小ロームプロック多く、黒色土粒少二混入
Ⅳ  暗相色土 小ロームプロック、ローム地少量混入
V  暗編色土 小ロームプロック、ローム粒少量混入
II  触  ロームプロック、粘土粒少量混入
Ⅵ  黄灰色止 絡止粒多く混入
■  暗相色と 細ロームブロック、ローム粒少亀混入

IX 明4LL ローム粒多く、黒色土池少曇混入
x  腿  ローム粒少ユ、黒色土粒やや多く混入
� 絶  ロームプロック多く混入
狂  暗編色と ローム粒少量、CO極少量混入

X皿 暗編色土 ローム粒少量、黒色土池多く混入
XⅣ  褐色土  ローム粒多く、黒色土粒やや多く混入

XV 明褐色■ ローム粒、ロームノロック多く、黒色土地少量混入

XⅥ  明相色i lmロ ームプロック多く混入
XⅥ  襴色と  ローム粒やや多く、黒色土粒少量混入
XIE 襴燈と  綱ロームアロックやや多く、黒色土粒少量混入

I 欄色土  ローム粒少量、焼土粒涯少量混入
Ⅱ 欄色と  ローム粒やや多く、黒色土池少曇混入
Ⅱ 襦色土  ローム粒少量混入
Ⅵ 黄榔色土 ロームプロック、粘主混入
V 榔色土  ローム粒少量、競止池やや多く混入
Ⅵ 福色土  ローム粒やや多く、焼止粒、CO極少曇混入
I 黄調隆と ロームプロック多く、堅くボロポロしてぃる

I費純生 ローム池多く湧(
Ⅱ 黄福色と ロームブロック少三混入
Ⅱ 明4t■ ロームブロック少量混入
Ⅳ 明福色土 ロームプロック少曇混人、粘鮭あり
V 寅襴雹と ロームプロック

|

蚕

螂
ふ
禦
く
ｌ
ｏ

一判
へ
烈
く
，
口
　
　
　
　
　
　
　
　
引
ｕ
薙
囃
　
一

学
Ｅ
駕
η
８
＝
コ

一一　ギ
耐‐‐‐‐‐
胆
、＜

ｌ

ｍ

や
〓
常
ｏ

ヽ
０

〉
劇

′＜

察
螂
へ
〕
⇔
Φ

6(7F201

8(7G9 14)A院
#院柿椅
圧

B――――                           ―__B

■ 君にと ローム粒少
朗 入

lI 褐色土 ローム粒、
ロームプロ

Ⅸ 暗欄色土 ローム粒、細
ロームプロッ
ク少量混入

X 暗褐色土 ローム粒、細
ロームプロッ
ク少量混入

Xl 暗褐色と ローム粒少員 o

て
Ｌ
嘲
奉
理
ヽ
１
日

や
全
）
６
“
０
〉
田

′＜
噂
嘲
へ
禦
ヽ
，
ュ
　
引
岬
嘩
蟄
　
日

Ｂ
　
≪
瑯

〉
ヽ
理
引
翠

′卑
く
―
口
　
刊
廻
躍
ぷ
　
目

＜
媒
噛
ふ
０
⇔

′引
撃

′爛
へ
禦
く
，
口
　
相
謝
譜
こ
習
　
出

罷
2m

大 
少量混入   担 暗獨ti 

岳兵

遺構図2-住居跡・小竪穴

議≡

違ヽ

ン∈

第13図
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表 2 検出された遺構 (縄文時代)

挿図番号 追 構 規 模 況状出検 物遺土出 考備

第 12 図

1(7F14)
住居跡 3.45× 2.65m

桔円形プランで中央に炉跡と思われる掘り込

みがある。床面はしっかりしている。

縄文土器(第 28,29図 ),骨粉,磨石

阿玉台～加EIV,弥生土器が混存

炉跡の東側に小ピッ

ト1個。

第 12 図

2(7F18)
住居跡 5,4m。 (不明)

倍円形プランと思われるが、東西を方形周濤

墓で切LTされて不明。床面はしっかりしている。

縄文土器(第 30図 ,31図 53～ 59)

加EI～ EⅣ ,弥生土器も少量出土

第 12 図

3(7G8,9)
住居跡

3.

35× 2.5m
不整方形プランで掘り込みは深い。ピットが

2個 ,南壁は緩斜面を形成。

縄文土器(第 31図 1～ 19,

32図 ,60図 6～8)磨石,プレ

(第 84図 1)等も出土e

炉跡 (P2)に焼土

はほとんどない。

第 13 図

4(8G8)
住居跡 5.9× 4.8m

不整円形プラン。土壊と複合しており,床面

は不明確。ピットも不規則で炉跡も不明。

縄文土器(第 33図 1～ 12)

弥生土器は31■製円盤(ωが出土
複合 ?

第 13 図

5(7F24)
小竪穴 2,4× 2.lm

不整形プラン。床面は平坦であるが、壁の立

ち上がりは一様でない。P2によって切断。

土器の底部が床面にもぐり

こんでいる。(第 45図 8)

溝,土嫉により攪乱

されている?

第 13 図

6(7F20)
小竪穴 235× 2.lm

不整円形プラン。中央部にピット。床面は平

らであるが,P4, P8に よって攪乱されて

いる。

縄文土器(第 33図 14～ 33)

阿工台～加EI～ EⅢ ,

後期のものが多い。

ピット,土壌により

攪乱されている。

第 13 図

7(7G3)
小竪六 2.5× 2.2m

三角形に近いプラン。土残と複合しており,床

面は一様でない。壁の立ち上がりも短かい。

縄文 土器 (第 33図 34～ 43,第

34図 )加 EI～ EⅣ ,称 名

等 ブ レ (第 84図 4)

土墳により攪乱され

ている。

第 13 図

8(7Fll・ 16)

小竪穴 20X16m
床面はほぼ平らで,壁の立ち上がりは緩く傾

斜。土壌,溝等に攪乱されている。

縄文土器(第 35図 ,56図 1)

阿工台～加EI～ EⅢ ,称名寺

F10は袋状土残で小

竪穴より新しい。

第 14 図

9(8Fll・ 16)

住居跡

小竪穴
29× 2 3m

遣構の重複が著しく形状は不明だが,方形プ

ランと推定される。床面はほぼ平らで,壁は

緩斜面。

縄文土器(第35図″38図 ),

石鏃,加 EI～ EⅣ ,称名寺

複合,小竪穴,土躾

が集中している。

第 14 図

10(8Fll.16)

小竪穴 (不明)

南壁の立ち上がり及び床面のみ検出。床面は

堅くしまっており,南壁の立ち上がりは緩や

かである。

9,11と 混在。
9,11に それぞれ切

断されている。

第 14 図

11(8Fll・ 16)

小竪穴 17X17m
方形プランで床面は堅くしまっている。中央

付近に小ピットがあり壁は緩く立ち上がる。
9,10と 混在。

床面下に土壌が検出

されている。

第 15 図

Fl(7F14)

袋 状

土 壌
1.65X155m

ほぼ円形プランに近い。西壁が狭り込んでい

る。床面は緩い傾斜をもち,粘土層まで掘り

込んでいる。

縄文土器片(第 39図 1～ 22)

や石片が床に密着,南側付

近で石棒(第 92図 4)が検出

される。

2号方形周濤墓のコ

ーナーで検出。

第 15 図

F2(7F24)

袋 状

土 羨
2 35m

ほぼ円形プランに近い。西側壁が狭り込んで

いる。床面はしまっているが攪乱が著しい。

東壁近くで, ピットの上に

深鉢の口縁部(第 92図 4)が

逆さまに出土。(第 39図 23～

32)

土残によって攪乱し

ている。

第 15 図

F3(7G4)

袋 状

土 残
1 25Xl,2m

隅丸方形プラン。西4j壁力渚[分的に狭り込ん

でいる。床面はしまって,中央付近に小ビッ

トがある。

縄文土器片出土 (第 45図25

～30)阿玉台,加 EⅡ ～Ⅳ

第 15 図

F4(7G4・ 9)

袋 状

土 残
1 65Xl.51n

不整形プラン。北側壁と西側壁が狭り込んで

いる。床面は堅くし球っており, ピットが2

個検出される。

縄文土器片出土
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xⅥ  褐色土 粘土プロック少量混入、堅く
しまっている

XⅥ  灰褐色上 粘土粒少量混入、粘質

朧
く
―
ロ
ヨ
翼
　
↓
ｄ
躍
枢

く
瑯
雪
ぶ
認
引
譲

揮́
く
Ｉ
巨
　
引
ｄ
暉
無

＜
察

Ｏ
Ｏ

′晰
ふ
揮
く
～
口
　
引
劇
躍
響

四
引
採
ｄ
ｄ
　
引
ｄ
ｕ
転

く
翼
図
ふ
Ｏ
ｏ

′引
嘲
既

′
〉
鵜
翼
く
Ｉ
Ｈ
　
＝
ｄ
躍
転

く
囀

Ｏ
ｏ

′く
瑯
劇
ぶ
ヽ
Λ
日
ヽ
く
Ｉ
Ｈ
　
引
ｄ
離

＜
囀

〉
ヽ
禦
く
―
日
　
引
劇
躍
絲
審

く
暉
図
ふ
理
禦
引
事

′翼
引
饗
　
↓
劇
躍

〓
酬

′く
囀
朗
ぶ
ヽ
＾
日
ヽ
く
１
口
′碑
く
十
日
　
■
ｄ
暉
畔

４
酬

′く
呉
瑠
ふ
禦
引
揮

禦́
＜
十
日
　
■
劇
躍
普

く
囀
頌
ふ
】
揮
引
要

′田
ふ
揮
ヽ
―
口
　
引
ｄ
熙
無

〓
酬

′く
駕
揮
引
劇
離

′烈
く
Ｉ
Ｈ
　
↓
ｄ
躍
無
罫

く
囀
槃
引
撃

′翼
引
翼

′烈
く
―
●
　
引
ｄ
躍
裡

＜
囀
翻
ふ
翼
く
十
日

（引
せ
茶
）
引
ｄ
躍
響

2m

第14図 遺構図 3-住居跡・小竪穴
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表 3 検出された遺構 (縄文土器)

挿図番号 遺 構 規 模 出 況状検 物遺土出 考備

第 15 図

F5(7G9)

袋 状

土 壊
105X105m

ほぼ円形に近いプラン。壁のほとんどは崩れ

て明確でない。床面はほぼ平らでしまっている。

床面に縄文土器片や石が散

乱している。

第 15 図

F6(7F15)

袋 状

土 壊
70× 65cm

楕円形プラン。深さが80cmで ,やや斜めに掘

り込まれている。F10と 形状が似ている。

縄文土器 (第 40図 1～ 6)

フク土より出土。

P4,遺構の重複が

著しい。

第 15 図

F7(7F15)

袋 状

土 躾
1.65× 160m

ほぼ円形に近い。床面は粘土層まで掘り込ん

でrD・ り, フラスコ状の形状をよく残す。上部

に焼土層がある。

東側隅の床面に一括出土。

(第40図 7～ 18, 56図 6,

58図 26～ 35, 59図 36～ 49)

上面は濤によって攪

乱されている。

第 15 図

F8(8F16)

袋 状

土 残
90× 85cH

円形プラン。深さが60cm,床 面は堅くしまっ

ており,ほぼ平らである。南壁は崩れている。

縄文土器 (第 40図 19～ 30)

石鏃,骨粉出土。

第 18 図

F9(8F21)

袋 状

土 羨
(不明)

円形プランと推定される。床面は平らで深さ

37cme狭 り部分は10cinで上面は削平されている。

縄文土器片数点。

(第47図 9～ 13)

P14,P5,P7,

Dlと重複。

第 13 図

F10(7G9・ 14)

袋 状

土 壊
77× 60cm

小竪穴を切り込んでおり,北側が大きく狭り

込んでいる。深さ75cm以上¬末面は平らである。

逮物は 1よ とんどない。土器

片 も小竪穴から流れ込んだ

ものであろ う。

小竪穴8の北側を掘

り込む。
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ン/A′

縄文土器

粘  土  層 |

I 明網絶土 ローム粒やや多く混入
E 灰褐色と ローム粒、ロームブロック少量、黒色土粒

粘土粒多く混入

田 灰褐色土 粘土プロックやや多く、ローム粒、黒色土

Ⅱ 褐色■  ローム粒やや多く、しまっている
Ⅲ 貨褐色土 ローム粒、ロームブロック多く、しまっている

Ⅷ
I 賭栂色■ ローム粒少量混入、焼土、CO混入
E ttat■ 口_ム粒、焼上Fti、 COやや多く混人
Ⅲ 暗褐色上 ロームブロックやや多く、ローム粒、続止混大
IV 茶網色土 ロームプロックやゃ多く、ローム粒少量混入
V 貨相色土 ロームプロック多く、粘土粒、焼上混入

(7G4 9)

一 A′

I 褐色土  ローム粒、境土村、CO少量混入
B 褐色土  ローム粒やや多く、焼上、CO少量混入
El 黄襴色■ ロームプロックゃや多く、焼と、CO少量混入
Ⅳ 妄襴色と ロームブロック多く混入

B― L=34643m~B′

層粘

粘土層

Ⅸ 赤襦色土  (■層)が続威、続と粒多量、CO少量混入、しまっている
X 茶襴色土  ローム粒、境土粒少量、CO極少量混入、しまっている
� 明襴にょ  ローム粒多量、ロームプロック、横と、CO少量混入

第15図 遺構図 4-袋状土療

＼ゞ

F2(7F24)

粒少曇混入

1需要鳴造土:こ難鎚絲i菱 liョ手ギくる
IV 黄灰色土  粘土アロック多く、堅くしまっている

1籍Ⅷ i:i:|ど :4甘よ!鼻▼ぃる

鵡

Ⅱ 暗茶掴色土 ローム粒少量IFA
Ⅲ 暗樽色土  ローム粒少量混入
Ⅳ 贈爾にと  ローム粒やや多い
V 暗欄色土  ローム粒少量混入

I 褐色土  ローム粒少曇混入しまつている
E 褐色土  ローム粒、ロームプロック少量混入
Ⅱ 資絶  ロームプロック多く混入

F5(7G9)

F8(8F161
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入混多クロブ

入

入
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一
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牡

十

土
釜
刀洲
単
十

色

褐

褐

黄

ローム粒少量、CO混入
ローム粒多量に混入

Pp『
Ⅱ

V

ヒ_6偲ち
狗

朝
i O。  マニ`

歴

'I 

褐色土

 檻買
ム粒少

Ⅱ

Ⅲ

4(8F13)

Ⅱ

茶褐色土 ローム粒少
量混入

黄褐色土 ローム、ロー
ーム粒多く混

明茶褐色土

晴褐色土

第16図 遺構図 5-埋甕・ピット・集石遺構

暗褐色土

黄褐色土

黄褐色土

ロームブロ

黄
:::与とi
ック少量混入

暗褐色土 ローム粒少量混入
暗褐色土 ローム粒少量混入
黒褐色土 ロームプロック少

量混入

黒褐色土

 ヒII妃
ゑ量

‖孫串阜峰掃冊枠
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表 4 検出された遺構 (縄文時代 )

挿図番号 遺 構 規 模 況状出検 物違出 土 考備

第 16 図

1(7F24)
埋 墜

55× 40cm

(ビ ット)

袋状土躾の東側壁に日縁部を下にしている。下には深

さ10cm程 のピノトがある。

(第 56図 3)周辺に胴郡が散乱。

加E ll
埋甕炉か?

第 16 図

2(7F24)
埋 墾

11× (125)m

〔土壌〕

土躾の中央付近に日縁部を下にしている。日縁の下方

に径50cm, 深さ55cmの ピットがある。

(第 56図 7)

称名寺

第 16 図

3(8F6)
埋 変 (不期)

胴下部が損失,径70cm,深 さ50cmの ピットの中にある。

同囲に土器片が散乱している。

(第 56図 2)

加EⅡ

住居跡も存存して

いる。

第 16 図

4(8F13)

ピント

(埋埜)

60× 55cm

(P4)

深さ20cm程のビットの中に土器が集中,周辺にも土器

片や石器が同じレベルで出上している。

縄文土器 (第 54図 1～ 4)

凹石や礫器,磨石等も出土。
住居跡の可能陛尾

第 16 図

5(8F13)

ピノト

(埋奎)
50X45cm

やや四角っばいピントで,上部に土器や弓さく出され

ている。

上器や石器の他に,骨粉が認められる。

周辺の上器 (第 54図 13～ 22,61図 22)

第 16 図

6(8F7)
実石造捕

40× 30cm

(石の範囲)

上面におかれた石は焼けている。下面はピット状に窪

んで周辺の上も熱をうけて焼けている。

縄文土器 (第 55図 48～ 73)石鉄,石皿

加EⅡ , EⅣ,称名寺,血耳片,骨片

第 24 図
Dl(7F13)

土 擬 125× 08m
情円形プランで,束側 (深さ25cm)と西根1(深 さ30cm)

に分かれ,粘土層まで掘り込んでいる。

縄文土器片 (第 59図50～ 59)

加EⅡ～IV,後期初頭。

束側に粘土塊。西

側に小ピット。

第 17 図
D2(7F23)

土 猿 (不明)
不整形プラン。数基の土壌が重複しており,各土痰の

プランは不明。床面はほぼ平らである。

縄文土器 (第41図29～ 38,42図 ,57図

4)加 EⅡ ～Ⅳ,称名寺。

DlA,Bよ り古く

D4よ りは新しい。

第 17 図
D3(7F10)

土 駿 70X50cm
惰円形プラン。土残,ピ ントカ藻中している。深さは

H5cnで床面は碗状に窪んでいる。
縄文土器 (第41図 1～ 15)混在。

Dl,D3,D7
が重複。

第 17 図

D4(7F23)
土 羨 (不明)

敷基の上躾が重複。形状は不明。床面はほぼ平らで比

較的しまっている。
縄文土器 (第41図 16～ 28)混在。

Dl,D2,D7が

重複。

第 17 図

D5(7F23)
土 袋 (不明)

方形に近いプランと思われる。床面はほぼ平らでしま

っており,壁の立ち上がりは緩く,表い。
縄文土器 (第43図 1～ 15)混在。 D3,Plが重複。

第 17 図

D6(7F24)
土 頼 17m× (不明)

情円形プラン。床面はしまっているが緩く傾斜してい

る。D7は径14m,粘土層まで掘り込んでいる。

縄文土器 (第 43図 16～ 41,44図 )石鏃

炭化物。加EⅡ ～Ⅳ,堀之内,称名寺
D5,D7と 重複。

第 17 図

D7(7F25)
土 娠 (不明)

束伊1を 3号方形同構墓,西侵1を P4,南倒を大濤で切

Llさ れて形状は不明。床面は平らである。

縄文上器 (第 45図 1～ 7)

加EⅡ ～EⅣ
D8,P4と 重複。

第 17 図

D8(7F25)

土 娯
(ピ /卜 )

1 lX1 0m
ほぼ円形に近いプラン。D6を切り込んでいる。(深 さ

96cm)壁 はバードロームでしまっている。
縄文土器が数点 (加 EⅡ ) P2,D6と 重複。

第 17 図

D9(7G4)

土 坂
(ピノト)

径55cm

i朱 32cm

上面は路上遺構で削平されている。ピットの上部は路

上道構で削平されている。

縄文土器数点 (加 EⅡ ),焼土,炭化物

混入 (第 60図 11,12)
P5,P6と 重複。

第 17 図
D10(8G13)

土 猿 115X061n
やや四角っぽい惰円形プラン。床面は平らでしまって

いる。壁の立ち上がりは15～ 20cmで急である。
遺物はほとんどなし。 Plを切断。

第 17 図

D■ (8G12)

土 装

(ビット)
(不期)

径が50cm程の円形ピントで深さは8～ 10cnと浅く,壁

の立ち上がりは緩やかである。

遺物はほとんどなし。

Dlには焼土が充壊。

P5,P4他に切
断。

第 18 図
D12(8F16.21)

土 壊 115X10m
方形に近いプラン。周囲に数基の土壌,ピ ットが重複。

深さは60cmで床面は平らでしまっている。

縄文土器(第40図31～ 44,45図 1～ 9)

中期初頭～加EⅣ ,称名寺,石器類。

Dと ,P14,D2

D3と重複。

第 18 図

D13(8F21)

土 壌
(ピント)
105X09m

ほぼ円形に近いプラン。上面は崩落して明確でないが,

やや袋状を程する。床面はほぼ平らである。

縄文土器 (第47図 14～ 20)磨石,骨片

阿五台～加EⅡ , EⅣ。

D15。

深さ85cm。

第 18 図

〕14(8G l)
土 療 (不明)

3号方形周構墓で上面を削平されて形状は不明,床面

は緩く窪み,壁はややまっすぐ方ち上がる。

縄文土器片数点 (第 47図37～ 40)出土。
(加 EⅡ )

第 18 図

D15(8Gl)
土 残 13mx(不 明)

3号方形同構墓で前倒を切断されて,明確な形状は不

明。床面は緩く傾斜している。

縄文土器片数点 (第 47図 35,36)

(阿工台)。
P2を切LFe

第 18 図

D16(8F23)
土 壊 135× 1,15m

方形に近いプランで西狽1に径60ctr(深 さ15cm)の ビッ

トがある。床面,壁は緩く傾斜している。
達物はほとんどなし。 D2,Dlと 重複。

第 18 図

D17(861)
土 躾 13mX(不明)

不整形プラン。南倒は醜犬達構で切LFさ れ形状不明。

壁の立ち上がりはやや急である。
遵物はほとんどなし。 D8,P12と 重複。

第 18 図

D18(8613)
土 壊 185× 1 in

楕円形プラン。床面は浅く平らで,壁も短く立ち上が

りで,西側にビ/卜 が集中している。
遵物はほとんどなし D7

第 18 図
)19(3G7■ 2)

土 壌 185X17m
方形に近いプランだが,数基の土躾, ビットの重複で

形状は不明,床面は,実く平らである。
遺物はほとんどなt

Dl,Pl,D2,D3,

P4と重複。

第 18 図

D20(8F23)
土 矮 93× 62cm

情円形プラン。深さ20cmで床面はほぼ平ら,壁は緩や

かに立ち上がる。
造物はほとんどなt D3

第 18 図
D21(8F23)

土 残 65× 60cm
不整形プラン。床面は平らで壁の立ち上がりはやや急

である。樹根による攪乱を受けている。
遺物はほとんどなし。

Pl。

深さ26cH。
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第17図 遺構図 6-土躾・ピット
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暗網色土 ローム粒多く混入
黒褐色土 口…ムアロック多く混入

増網色上 ロームプロック少量混入
贈編色と ロームプロックやや多く混入

触  ロームプロック多く混入
Ⅵ 暗襴色土 ロームブIIッ クやや多く混入

■ 蟷欄色土 ローム粒少三混入
lE 晴濶色と ローム粒少量混入
黄褐色土 ローム粒多く混入、堅い
X 暗絶  ローム粒多く混入
� 黄欄色■ ロームブロック多く混入

ll 暗襴色止 ローム粒少畳混入
XⅡ 黒褐色土 ローム粒やや多く混入
XⅣ 暗襴色と ローム粒、ロームプロック

混入

XV 黒褐色土 ローム粒多く混入
XⅦ 暗福色土 ロームFti少量混入
XⅥ 黒褐色土 ローム粒少量混入
XⅥ 黒襴色土 ローム粒やや多く混入
XⅨ 褐色土 ローム粒極少曇混入

黄褐色土 ローム池多く混入
掲色土  ローム粒少量混入
相色と、 ローム粒少曇、CO混入
貫褐色土 ローム粒少曇混入

I

E

皿
Ⅳ
V
Ⅵ
上 黄絶 ■ ′ヽ―ドロームブロック
ll 黄襴色■ 粘■池多く混大、堅い

A′

|

勒周湛/ぶ彩

4

I 時褐色土 ローム粒、細ロームブロック少曇混入
E 暗襴色土 ローム粒やや多く、粘土粒少曇混入
皿 明褐色土 ローム粒、粘■粒やや多く混入、しま

っている

I 報色土  ロームブロック少量、黒色とやや多く混入
コ 茶褐色土 糾ロームブロックやや多く、黒色土少量混入
Ⅲ 暗褐色土 ローム粒少量、黒色土少量混入
Ⅳ 黒禍色生 ローム粒、粘土粒少量、競土極少量混入

９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泳

Ｆ２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姐

撞
虻
は
靴
噸

A―

＝
川
川
十
１

1謬
D21(8F23)

D19(8G7 12)

Ⅳ 賞憫也と ローム粒やや多く混入
V 貰褐色土 ローム粒多く混入

I 暗編色土 ローム粒、黒色
土やや多く混入

]黄褐色i ローム粒多く混
入

Ш 黄襴色上 ローム粒多く混
入

第18図 遺構図 7-土躾・ピット

D12(8F16 21)

D16(8F23)

一
A

I 暗濶色止 ローム粒少量混入
]暗襴色土 ローム粒、細ロームプロック少量混入
Ⅲ 欄色土 糾ロームブロックゃゃ多く混入
IV 暗襴色と ローム粒少量混入
V 暗褐色土 ロームプロック多く混入

D17(8Gl)

一
A′

士 襴色±  4コームプロック、黒色土やや多く混入
Ⅱ 暗褐色土 小ロームプロック少量、黒色土多く混入
Ⅱ 暗擦色土 ロームプロック極少量混入
Ⅳ 茶褐色と ローム粒やや多く混入

D14(8Gl)
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3号方形周済墓

2号方形目溝墓

第19図 弥生時代・古墳時代の遺構

＝
――
止
と
―

∈、 産窪蘇代

1号方形周溝墓

代
溝
時
周
墳
形
古
方
墓

0           5

第 5節 弥生時代の追構

検出された追構の中で弥生時代のものと判断されるのは調査区の南側に検出された住居跡 2

軒である。埋もれた谷の上面に構築されたもので、 1の長軸は南側が攪乱されているため不明

であるが6m程で、短軸は5.2m、 谷の上面部分を除けば床面は堅くしまっている。柱穴は基本

的に2対であろうが、その他のピットもあり不明確である。炉は柱穴間のほぼ中央にあるが、

ほとんど焼成を受けていない。出土した追物はほとんどが縄文土器で弥生土器は少ない。炉の

南側の床面に弥生の刻ヽ型壺 (第81図)がほぼ完形で出土している。 (第48図～50図 91)

2は 1辺が約 3m程で、ほば正方形に近い。壁の立ち上がりは10cmで柱穴と考えられるピッ

トや炉跡らしきものは不明である。床面もしまっておらず、 1の住居の補助的な施設として用

いられたのではないか。出土した遺物のほとんどは縄文土器で弥生土器は少ない。(第50図 1～ 9)

第 6節 古墳時代の遺構

第一年次の調査によると、円墳 1基、方形周溝墓 1基検出されており、基域としての性格を

強くしていたが、今回の調査ではさらにその感を強める結果が出されている。すなわち、円墳

朝
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ノ

〃

予

暗茶褐色土 口‐ム粒、粘土粒
多く混入

黒褐色土 黒色土粒多量、ロー
ム粒少量混入

茶褐色土 ローム粒t粘土粒少
量混入

茶褐色土 '― ム粒、粘土粒、

ブロッタ少量混入

暗褐色と ロエム粒、ロームブ
ロック少量、黒色土

粒多く混入

黄褐色土 ロームブロック多く
混入

Ⅵ 暗栂色上

Ⅲ 暗褐色土

Ⅸ 暗茶福色土

x 暗茶褐色土

� 畷 絶

狂 暗網色上

ローム粒少量、粘土

粒やや多く混入
口々 ■粒(ロームメ
ロック少量、粘土粒
やや多・く混入
ローム粒少量.粘土
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や
―
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―
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l(8F17・ 18。 22・ 23)
黒褐色土 黒色土粒多員、ロー
ム粒極少量混入

暗縛色土 ローム粒、粘土粒少
量混入

暗褐色土 鮎り床部分
黄褐色土 ロームブロツク

測

　

ＸⅣ
　

ＩＶ

ＩⅥ
　

山ヽ
―

ト

８

③
Ｈぃぃぃｎｌ‐＝ぃ【＝＝ぃょ士

く
騨
〉
蕊
仔
″
鎖
引
岬
輩

′靭
（
撃
繋
く
Ｉ
Ｈ
　
引
劇
熙
離

＜

囃

″

″

ヽ

（

日

ヽ

く

！

Ｈ

′
要

く

Ｉ

Ｉ
　

引

岬

窯

2(8F22・ 231(862,3)

第20図 遼構図s一弥■時代の1住底跡
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十 =く ¬
L=34.445m

L=34.470m

ト

I  茶褐色土
Ⅱ  明茶褐色土
Ⅲ  茶褐色土
Ⅳ  暗褐色土
V  茶禍色上
Ⅵ  明茶褐色土
Ⅶ  黄禍色土
Ⅷ  明褐色土
IX  黒褐色土

X  暗褐色土
�  暗茶褐色土
�  暗茶褐色土
XⅢ 黄褐色土

II
II

キ|
II

I卜
C′

ll
ll

ll

3号方形周濤墓

ローム粒、粘土粒、黒色土粒やや多く混入

ローム粒少量、粘土粒少量混入

ローム粒やや多く、粘土粒少量混入しまっている XⅥ

ローム粒少量混入するがしまっている XⅦ

ローム粒やや多く、 焼土粒、CO粒極少量混入 XⅧ
ローム粒多量、粘土粒、黒色土粒やや多く混入 XⅨ

ローム粒多量混入 (ソ フトローム漸移層)

ローム粒多く混入、ややブロック化  く
ローム粒、粘土粒少量、黒色土粒多く混入

ローム粒、粘土IIlやや多く、黒色上粒多く混入  XXⅢ
ローム粒少量、焼上、CO粒少量混入 XXh
ローム粒少量、粘土粒極少量、黒色上下層に混入XXヽ

XXM

第21図 遺構図 9-3号方形周濤墓

L=39.265m

XⅢ

Xヽ

XX

X�

X�

時茶禍色土 ローム粒少量混入
時禍色土 ローム粒極少量混入

茶裾色土 ローム粒多量、焼土粒、CO極少量混入
暗禍色土 ローム粒、黒色土粒極少量混入
茶褐色土 ローム粒少量、焼土粒極少量混入、しまっている
暗茶褐色土 ローム粒多量、粘土粒やや多く混入
喘茶禍色土 ローム粒、粘土粒少量混入
褐色土 ローム粒、細ロームプロック混入
喘禍色土 ローム粒やや多く混入

黄褐色土 ソフトローム層
晴褐色土 ローム粒多く混入
褐色土 ローム粒、黒色土粒多く混入
町i裾色土 ローム粒多量、焼土、CO極小量混入

L-34.470m

L=34.455m
2号方形周溝墓 ― ピ

ロームブロック層
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止
上
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園軽誠

Ⅷ
濤状遺構

踵翻土羨他

5m
第22図 歴史時代の遺構

の西側に検出されたのはさらに2基の方形周溝墓であった。規模的にはやや小さいようである

が周溝幅や深さ、方向等はこれまでのものとほとんど変わらないものである。 1号方形周溝墓

は17.4× 17mで南北にやや長い。溝幅は1.4～ 1.7m、 深さは32～ 44cln。 】ヒ西コーナーほぼ直角

に折れる。溝のフク土に骨片や縄文土器が多く検出されているが骨は後世のもの(墓壌)で縄文

土器はかなりの量であるが、攪乱によるもので周囲から流れ込んだものである。 (1号方形周

溝墓の西側と内側には縄文時代の住居跡と思われる地点がある。)2号方形周溝墓は 1号方形

周溝墓と方向を同じくして2.2m北側に構築されている。南根1の一辺は15.5m、 溝幅は2.5～ 3

m、 深さは36～ 56cm。 南西コーナー部で縄文時代の住居跡や袋状土壊等を切り込んでおり、周

溝のフク土には縄文土器が多く検出されている。3号方形周溝墓は2号方形周溝墓と並んで西側

に検出されている。主軸方向は他の 2基と同様に北北西にもつ。一辺の長さが約15mで溝幅が

2～ 2.4m、 深さは50～ 80cm。 他の 2基に比較して、溝幅 (底面)がやや狭い。 2号方形同溝墓

とほとんど接近して構築されているが切り合い関係は見られない。南西隅が切れているが、東

西に走る溝の斜面なので、攪乱されたものかも知れない。遺構に伴う遺物は検出されていない。

篤  。    ツ` i

i O。  罵曇途
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第 7節 歴史時代以降の道構

歴史時代以降の検出された遺構は路状遺構,築地状遺構,濤,土壊等である。土羨について

は性格を示す遺物がほとんどみられず,確認された平面プランのレベル,土層の状態,形状等

で判断せざるを得なかった。

路状遺構は幅1.2～1.5m(厚 さ25～36cm)で東西に走る。東側で築地状遺構と接続するかの

ように消滅している。土層は堅くしまっており,土器が細片になって混入している。遺構の北

側下面には遺構の方向に沿って幅30～40cm(深 さ10cm)の小濤が走っている。堅い土を取り除

くと下面はテラス状に平坦になっており,南端沿に大濤が平行して走っている。築地状遺構は

南札に細長く構築されており,長 さ約1l m(厚 さ15～ 20cm),幅70～ 90cmで繊維質の混入する粘

土で帯状に造られている。路状遺濤も濤も東側はここで終わっており, この築地状遺構は路状

遺騰と共に,内側の施設を囲む (区画する)遺構であったのかも知れない。

表5 検出された違構 (歴史時代)

挿図番号 遺 構 規 模 況状出検 物遺土出 考備

第 24 図

1(8F12
ピット
径  26cm

深さ 33cln

ピットの中央にやや東に傾いた状態で出土。

上から12cmの所に,赤茶化た有機物が付着。

(第82図)割れた瓶子を接

合して再使用している。

P4

13世紀。

第 24 図

2(7G5)
ピット

径  64cm

深さ 24∽

溝の北狽I壁そばに他のビットと共に確認され

ている。溝上面からあけられたとも考えられ

る。

内耳片,河原石がピットの

上面で出土e

Pl→ P2→ Pl

(古→新)

第 24 図

3(8G7)
土 躾 1 lX0 7m

桔円形プラン。上方には炭化物 (粉状)が土

壌の形状にそって検出されている。深さ18cm。
縄文土器片(第 57図 1,2)

第 24図

4(8F12)
土 躾 1.56 Xl.4m

円形に近いプラン。深さは38cmで床面は平ら

で,立 ち上がりは垂直。南側に粘土塊が堆積。

床面から10～ 30cmに粘土塊,

土器片が集中して出土。

土器焼成追構。

12世紀。

第 24 図

5(8Gl)
土 躾 167× 075m

やや傾斜している地形に構築されている。南

側床面はほば平ら。Plの深さは71cm。

P2の土部に内耳片 (第 57

図6)がやや浮いて出土。

(第 57図 3～ 5)

土壌,ビ ットが重福

第 25 図

6(7F14,19)
土 羨 3 75Xl.6m

粘土層まで掘り込んだ楕円形プランの上羨。

床面は平らで,西壁下にピットがみられる。

フク上の中央部に灯明皿,

石,貝殻が出土。

(第 57図 7～ 28)

深さ1,2m。

南壁に土壌あり。

第 25 図

7(7G15)
土 躾
径14～ 155m

深さ 40cm

円形プラン。床面はほぼ平らであるが溝のフ

ク上に構築されたもので重複が著しい。

縄文土器,弥生土器片。

(第 57図 29～ 39)

内耳片 (第 83図 6,14)

P4。 P3→ P4→

Pl(古→新)

第 25 図

8(7G10)
土 羨 194X128m

不整形の方形プラン。溝のフク土に集中して

構築され重複が著しい。床面はほぼ平ら,深

さ77cme

縄文土器や内耳 (第 83図 1,

2)や灯皿明(61図 18,19)

(60図 13～ 29)

P5。 Plと P5が

最も新しい土躾。

第 25 図

9(7G4)
土 壊 2 14Xl.46m

路上遺構の上に検出された残存状態が最も良

好で方形プラン。底面は平らでしまっている。

縄文土器片,河原石片が出

土。

北東隅は小ピット

(Pl)に切断。

―-29-



表 6 検出された遺構 (歴史時代)

挿図番号 遺 構 規 模 況状出検 物遺土出 考備

第 25 図

10(7F20)
土 茨
径0.97～ 1,12m

深さ  33cm

ほぼ円形プラン。濤を切って構築されている

が深さ10cmで床面も弱く不明確である。
遣物はほとんどなし。

第 25 図

11(8G6)
土 壊 1 22XO,88m

惰円形プラン。深さ80cmで床面はほぼ平らで

北側から粘土層が入り込んでいる。
遺物はほとんどなし。

第 26 図

12(8Gl)
土 躾 1 24Xl 12m

正方形に近いプラン。壁の立ち上がりは乗直

に近く,床面はほぼ平らで粘土層まで掘り込

んでいる。

追物はほとんどなし。
深さ54cm

東綱1に小ピットあり

13(8 Gll)

図第
土 壌 122X093m

長方形プラン。溝の傾斜面に構築されている。

立ち上がりは直立気味で,床面は粘土層まで

切り込む。

遺物はほとんどなし。 深さ40cm

図第

14(8G6)
土 壊 1,42 Xl,14m

陽刃の長方形プラン。上面で2つの上壊に分

かれるが,下面は平らで1つの土壌である。
造物はほとんどなし。

深さ30cm

粘土層に切り込む

第 26 図

15(8F17)
土 羨 15× 1.02m

長方形プラン。弥生時代の住居跡の東側床面

に掘り込んでいる。床面は緩く傾斜している。
遺物はほとんどなし。 深さ65cm

第 26 図

16(8F23)
土 壊 1,02X09m

長方形プラン。床面は緩く傾斜して,壁はほ

ぼまっ直に立ち上がる。
遺物はほとんどなし

深さ25cm

壁に小ビットあり

第 26 図

17(8G8)
土 嫉

1.57 Xl.Om

98× 77cm

長方形プラン。床面は粘土層まで掘り込

んでいるがほぼ平ら。壁はほぼ垂直に立

ち上がる。

縄文土器片(第 58図1,25)
深さ25～ 34cm

上部に遺構重複

第 26 図

18(8Gl)
土 羨 2.04 Xl.04m

濤のフク上に掘り込んでいる長方形プランの

上療。北側壁は攪乱を受けて不明。
縄文土器片(加 EI) 深さ50cm

第 26 図

19(8F18)
土 壌 (2.05)XO,97m

弥生時代の住居跡の商東隅床面を切り込んで

いる。床面はほぼ平らである。
縄文土器片(加 EⅡ ～Ⅲ) 深さ60cm

第 26 図

20(868)
土 壌 1 8Xl lm

不整形の方形プラン。床面は平らで,下部に

は遺溝が重複している。

縄文土器片(第 58図 5),内

耳片14),摺 り鉢(5)

西側壁に小ビットあ

り。

第 26 図

21(8G3)
土 羨 1,55X09m

長方形プラン。上部はD2や畝状遺構で

攪乱されている。床面は平らでまっ直ぐ

立ち上がる。

遺物はほとんどなし。
D2は樹根による攪

乱か?

第 26 図

22(8G3)
土 壌 (不明)Xl,lm

南側は未発堀で不明だが,長方形ブランと推

定される。遺構の重複がみられる。
遺物はほとんどなし。

D4,】ヒ西隅に小ピ

ットあり。

第 26 図

23(8F18)
土 族 15X10m

3基以上の上躾が重複している。上部は長方

形プランで床面もほぼ平らである。

縄文土器片(第 58図 6～ 12)

や内耳片(7)

D2,D3,D4と

重複

第 26 図

24(8G2.3)
土 躾 2.8Xl.lm

長方形プランの大土嫉に小土残が2基検出さ

れている。西側床と南壁に小ピットあり。
遺物はほとんどなし。

上部は畝状遺構で攪

舌し

第 26 図

25(8G12■ 3)
土 装

1.66 Xl.14m

l,40 Xl,Om

深さ43cr。 遺構の重複が著しい。上部では2

基以上の上族が検出されている。
縄文土器片が少量(力HE Ⅱ) D3, D4と重複

第 26 図

26(8G2)
土 残

1,88 Xl,04m

128× 104m

長方形プランで土壌が5基重複している。

床面はほぼ平らでしまっている。

縄文土器片(第 58図 13～ 16)

(加 EⅡ ～EⅣ )

D6,D4,D7

D8と 重複
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A― A′
I 黒襴色土
Ⅱ 暗褐色土
Ⅱ 黒襴色土
lV 暗襴色土
V 暗褐色土
Ⅵ 暗祖色土
Ⅶ 黒tEt土
Ⅶ 暗褐色土
Ⅸ 褐 色 土
X 暗褐色土
Xl 灰襴色土
� 暗絶 上
XⅢ 暗襴色土
XⅣ黒襴色土
XV暗褐色

8-B′
I 黄掴色土

ローム粒、極少量混入
ローム粒の混入、やや粘性をおびる
ローム粒、黒色土粒やや多く混入
lll層 よりややロームまで多く混入
ローム粒、粉て粒、黒色土極少量混人
ローム粒少量混入
ローム粒少量混入、焼上、砂混入
ローム粒少量混入
ローム粒、粘土粒多く混入
口

「

ム粒、下層に多く、粘土粒やや多い
粘土質
ローム粒太量混人、ややしまっている
ローム粒やや多く混入
ローム粒やや多く混入
ローム粒多く混入

粘土ブロック、ローム粒多く混入、 しま
っている
ローム粒多く、粘土粒少量混入
ローム粒、細ロームブロ ンクやや多く混
入

粘土プロック

ローム粒少量混入

ローム粒、焼土粒少量混入

ロームプロック、ローム粒少量混入

ローム粒少量、CO焼 土極少量混入
ローム漸移層
ローム粒やや多く混入

ローム粒少量、CO粒 少量混入 .

桂穴、ローム粒少量混入

土

土
絶
絶
茶

暗

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

明褐色土 ローム粒、綱ロームブロ ック多く混入
暗褐色土 ローム粒数多く、粘土粒少量混入
黒襴色土 黒色土粒多く、ローム粒少量混入
暗褐色上 黒色土多く、ローム粒やや多く混入

C―

C― C′
I 黄褐色土
Ⅱ 黒褐色土
Ⅱ 茶褐色土
Ⅳ 茶褐色土
V 茶掴色土
Ⅵ 黄褐色土
Ⅶ 茶褐色土
Ⅷ 暗襴色土
P 黒襴色土

第23図  遺構図10-溝跡・築地状遺構断面
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4◎

翻 1中
I 暗茶褐色上 ローム粒、焼土

少量混入

Ⅱ 暗褐色土  ローム粒、焼上、
CO少量混入

一

―
＝
‐―
」
土
―

2(7

暗褐色土

暗灰褐色土

Ⅲ 灰褐色土

Ⅳ 灰白褐色土

一 A′ v 暗褐色土
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ク
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に

ム
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く

土
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少

Ａ
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粘

プ

入

紐
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粘

的

口一
入

離

い

口．
》

離

口．
封

一

多

色

一
粒

一

や

黒

口
土

ロ

打
洲
叫
十 一味

粗
ヵ
入
ク
”

ｕ
く

　

　

　

粘

ロ

Ⅵ 暗褐色土

Ⅶ 暗禍色土

Ⅷ 黒褐色土
Ⅸ 暗褐色土

(8F12)X 茶禍色上

―
r

I 暗褐色上 ローム粒、粘土粒極少量混入
Π 褐色土 ローム粒、細ロームプロックゃゃ多

く混入

Ⅱ 網色土 ローム粒、細ロームプロック少量混
入

Ⅳ 網色土 ローム粒、小ロームプロック多く混
入

V 暗褐色上 小ロームプロック、ローム粒極少
量混入

Ⅵ 褐色土 小ロームプロック、ローム粒多く混
入

T 暗褐色上 小ロームプロック、ローム粒多く
混入      ノ/

イ 〆

Dl(7F-13)

黄褐色土 ロームブロック多量、黒色土粒少量
混入

黒褐色土 ロームブロック少量、黒色土粒多く
混入

暗褐色土 ローム粒少量、黒色土粒、粘上粒種
少量混入

第24図 遺構図■―土療・ピット
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く
|

黒色土散多い

ローム粒少量、ロームブロック

やや多く混入

細ロームブロック多く、黒色土粒

少畳混入

I 暗褐色と 耕作■、ローム池少量混入
]暗灰褐色土 ローム粒、続土粒、粘土粒混入
Ⅲ 嘲兵相色土 ローム粒、焼土粒、粘と粒少量混入
Ⅳ 黄灰色■ 粘土粒、粘土ブロック、ロームプロック多

く混入

V 茶褐色と 粘上粒、ローム粒少量、焼と、CO混入
Ⅵ 賭灰襴色土 粘上粒、粘土プロック少量混入
Ⅵ 明茶輻色土 ロームFi、 粘土ブロツク極少量混入
II 黄灰色と ローム粒やや多く、粘主粒少量混入
X 黒福色と ローム粒、粘土粒極少量混入
X 茶褐色土 ローム粒、粘土粒、続土粒極少量混入
Xl 黒編色と ローム粒、粘土粒、ロームプロック憑少量

混入

X 費灰色土 ローム粒、粘土粒多く混入
XⅡ 皓網雹土 ローム粒 (縞状に昨勘 粘土粒多く混入
XⅣ  黄att ローム粒多く混入
XV 暗調也土 ローム粒、粘土ブロックやや多く混入
XⅥ 黒褐色土 ローム粒、粘土粒少量混入
x14 黒福色土 ローム粒、粘土粒極少量混入
Xほ  茶襴也土 ローム粒多く混入
XⅨ  黄襴色土 ローム層 (ロームブロック)
XX 茶褐色土 ローム粒少曇混入、粘質土
X� 黄褐色土 ローム粒、粘土粒多く混入、粘質上
XXl 暗襴色上 粘土ブロック、粘土粒多く混入

Ⅶ Rキ茶褐色土 細ロームブロックやや多く混入
I1 1音茶福色土 粘土少量混入
Ⅸ 灰編色土  粘土層
X 喘灰褐色土 粘土粒少量混入
0                     2m

L=34 265n B′

B

上  層

B′

籍 口箋出、μ影錦曽家族

!
A~~

紐
畿
Ⅲ 褐色土
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6(7F14 191

1派
P5  1P4

/_Jtt「

(3(7G10)

◎
◎

9(7G4)

第25図 遺構図12-土壊・ピット



(5(8F17)

スA A―
14(866)

|

IB

25(8C12 13)

キロ三テ今替iッ歩場痒番量注
古
=夕
移き野少多く混入 や多く混入

第26図 遺構図13-土療・ピット
0

奨
入

CO桶

やや多くれ(

Ⅸ 暗網色土 ローム粒、黒色土やや多く混入
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胡

第27図 畝状遺構

溝は調査区の中央付近を東西に走っている。西側は広く (幅4.5m)、 東側はだんだん狭くな

っており、築地状遺構とほぼ直角になって消滅、先は検出されなかった。溝の深さは場所によ

って異なっておリー様ではないが、東側から西側に緩く傾斜している。さらに西側の土壌等の

遺構が集中している部分では、底面を粘土層まで深く掘り込んでいる。この部分は調査区中最

も深い所で、,溝の両側の傾斜もこの部分に入ってきて、水が流れていれば溜め池の様になる。

土壌やピットはこの溝が埋まった後に構築されたものがほとんどで、暗褐色土の中に掘り込ま

れている。プランはやや隅の九い長方形や、楕円形のものが多い。特殊なものとして 6の よう

な深くて大きな丼戸状の遺構もある。これは粘土層まで掘り込んであるが、半分程埋まった段

階で墓渡として二次利用されたものらしい。 4は土崚の中に粘土ブロックがあり、杯形土奉の

未焼成のものが多く検出されている。完形になるのはまったくみられず、ほとんどが破片であ

る。土器焼成遺構と考えられるが、詳細t封鈷寸中。 1は三筋壷と呼ばれる瓶子を検出したピット

で、瓶子は一度割れたものをニカワの様なもので接合して埋置されていた。建物の鎮壇具とし

て用られたものかも知れない。これ等の土壊やピットは全て路状遺構と築地状遺構の内側に存

在していることから、墓域を区画する施設として構築された可能性がある。なお、この他に畑

の畝と思われる細長い落ち込みが多くみられるが、性格については現在不明である。
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第4章 出 土 遺 物

第 1節 旧石器時代の遺物

本遺跡内では当初、旧石器は存在しないということであつた

が、表採資料の中に頁岩の尖頭器 (第85図 4)が見つかり、そ

の存在の可能性を確信させた。その後も調査中に遺構の中から

何点か検出されるに及んで、存在は明確になった。しかし、遺

構の重複が著しく、旧石器時代の遺構や遺物をするまでには至

らず、今後の課題として残すことにした。検出された遺物はす

べて、縄文時代以降の他の遺構を調査中に見つかつたものであ

る。第84図 1、 3は安山岩の石核で、2は鉄」片、4は やや特異な

もので握斧かと思われるが疑間が残るところである。ナイフ形
弥生土器 (住居跡 1出土)

石器 (第 85図 1)、 や掻器 (2)は片面加工で、尖頭器 (3、 4)は両面加工で一部を欠く。

この他にチャート製の彫器 (6)や削器 (8)も みられるが、黒l穏石の製品は少ない。なお、

景」片や他の石器についてはさらに検討する必要があると思われる。

第 2節 縄文時代の遺物

本遺跡では旧石器時代から歴史時代まで長い期間にわたって生活が営まれており、各時代
の

遺物が検出されているが、縄文時代の遺物が最も多く、倉持遺跡の中心をなして
いる。

握βlはぼ2輯〃3臨汀4熊′5鸞′6
∈尻梓

∈n3響江4に転¶〓6雲/

第81図 出土遺物 (54)弥生土器
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一年次の調査では縄文時代早期のものから晩期に

至るまでの土器が検出されているが、二年次の調査

では中、後期の上器がほとんどで、特に中期後半か

ら後期前半のものが多くみられる。土器の型式分類

については最終的な検討を待って結論を出す予定な

ので、今回は資料報告にとどめておく。土器は遺構

から出土したものを先に載せて、その他のものはグ

リッドごとにまとめて後に載せた。出土資料の報告

ということで細かい説明は加えず、できるだけ多く

の資料を掲載することに努めたが、土器の中には東

北の縄文土器の影響を受けたものや信州、南関東地

方の影響を受けているものも少なくない。これ等の

詳細な研究調査に関しては、参後推し進めていく予

定である。

石器については、石鏃や石斧 (打製・磨製)、 磨

石、凹石等が多く、中期後半から後期にかけての追

-3  4学謂
一
￥
∞

⇒

瓶子 (8F12P4出土)

第82図 出土遺物 (55)灯明皿・杯形土器
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~2

第84図 出土遺物 (59)石器実測図(1)

跡の性格を知る上で貴重である。特に叩き石等については、石器の打剖や調整等にも使用され

るもので、丸い河原礫の端部に使用痕がみられる。他には石錐、石皿、石棒 (凹石と兼用)、

装飾品の大珠がある。石錘は 1点のみ見つかっている。土製品では土製円盤が多く、他に蓋形

やスプーン形のもの、縄文を施した土製丸玉等用途不明のものも検出されている。

第 3節 弥生・ 古墳時代の遺物

弥生時代、古墳時代の遺物は土器片以外はほとんどみられない。一年次の調査では方形周溝

墓の溝から古式の上師器 (壷)や器台、刀子等が検出されているが、今回の調査では、弥生時

代、古墳時代の追構が少ないこともあるが、遺構に伴 う遺物もほとんど検出されていない。

第 4節 歴史時代の遺物

歴史時代のものと考えられる遺構は少なく、遺物もそれ程多くない。遺構に伴 うものとして

は土壌 4の杯類、P4(8F12)の 三筋重 (瓶子)や内耳土器で、他には招り鉢片等の陶器片、

青磁片、灯明皿、石臼等で極くわずかである。なお、古銭 (寛永通宝)も 1枚検出されている。

I
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表 7出土遺物―縄文土器

挿図番号 出土地点 時 期 備 考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考

第62図  1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

第63図 22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

表面採集

5G

5G

5G

5G

5G

5G

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

中・初

阿

加EI

加EI

加EⅡ

加EI

加EⅢ

中

加EⅣ

中

中

中

加EⅡ

加EⅣ

中

中

加EⅢ

加EⅢ

中

加EⅢ

加EⅢ

加EI

加EI

加EI

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EI

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

第64図 56

57

58

59

60

61

62

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6F

6G

6G

6G

6G

6G

6G

6G

6G

6G

6G

6G

6G

6G

6G

加EⅣ

加EⅣ

加EⅢ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

中

中

中

称

称

称

称

中

称

堀

後?

加EI

加EⅡ

加EI

加EⅢ

加EI

後

加EⅡ

加EI

加E中

加E中

加EⅣ

加EⅣ

加EⅢ

中

9

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

第65図 81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F24

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

中

綱

後

後

阿

I可

阿

阿

阿

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

力HE I

加EⅡ

加EI

加EⅡ

加EⅡ

加EI

加EⅢ

加EI

加EI

加EI

加EI

加EⅢ

埋警2
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表8 出土遺物―縄文土器

挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

第66図 106

107

108

109

■0

111

112

113

114

115

116

117

■8

119

120

121

122

123

124

125

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

加EI

加EI

加EⅡ

加EⅡ

加EI

加EⅡ

加EI

加EI

加EⅡ

加EI

加EI

加EI

I可

加EI

加EI

加EⅣ

加EI

加EⅡ

加EⅢ

加EⅡ

加EⅢ

加EI

加EI

加EI

加EⅡ

加EI

加EⅡ

加E

加E

加E

加E

加E

126

127

128

129

130

131

132

133

134

第67図 135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

加EI

加EI

中?

中?

中?

中?

中?

後 ?

後 ?

加EI

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

158

159

160

161

162

163

164

第68図 165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

7F

加EⅣ

加EIV

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

称

称

称

称

加EⅣ

加EⅣ

称

称

後初 ?

後 ?

加B

加B

堀

加B
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表 9 出土遺物―縄文土器

挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考

190

191

第69図 192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

-207

208

209

210

211

212

213

■4

215

216

217

218

第70図 219

220

221

7F

7F

7F24

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

加B

加B

中

中・初

阿

加EⅣ

阿

阿

【III

IJtt E I券

方日El券

加El

加EⅡ

加El

加EI

加EⅡ

加EI

中

加EI

加EⅡ

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EⅡ

加EI

加EI

加EI

加EE

加EI

方 3

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

3233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

第71図 247

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7G

7F

7G

7G

7G

7G

8F■

8F12

8F6

8F

8F

8F8

8F13

加EⅡ

加EI

加EⅡ

加EⅡ

加EⅡ

加EⅡ

加EI

加EI

加EI

加EⅣ

加EⅢ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加E Iv

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

後

後

称

堀

堀

中初

卜可

卜可

F可

阿

,可

卜可

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

8F23

8F23

8F13

8F■

8F6

8F6

8F7

8F6

8F6

8F13

8F12

8F23

8 Fll

8F13

8F7

8F18

8F12

8F23

8F18

8 Fll

8F7

8F8

8 Fll

8F7

8F12

8F8

8F7

8F12

8F7

8F7

8F12

8F7

,可

】券

,可

,可

阿

,可

阿

卜可

五

阿

阿

阿

卜可

卜可

,可

,可

阿

「可

卜可

阿

卜可

阿

阿

I可

「可

中

中

卜可

中

カロ

抑

　

後

EⅢ

EⅢ
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表10 出土追物―縄文土器

挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考

281

281

281

28!

29(

29〕

第72図 29を

29〔

294

29こ

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

8F7

8F13

8F7

8F8

8F7

8F7

8F12

8F8

8 Fll

8 Fll

8 Fll

8F12

8F8

8F7

8F18

8 Fll

8F13

8F12

8F7

8F12

8F7

8F12

8F■

8F12

8F7

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EI

加EⅡ

加EⅡ

加EI

加EⅡ

加EⅡ

加EI

加EEI
|

加EII

紹 |

32(

32,

32[

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

第74図 340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

8F13

8F12

8F6

8F13

8F12

8F13

8F7

8F8

8F8

8FH

8F12

8F13

8F7

8F7

8F6

8F18

8F6

8F8

8F12

8F8

8F7

8F8

8F12

8F8

8F7

加EI

加EI

加EI

加EI

加EⅡ

加EE

加EⅡ

加EⅡ

加EI

加EⅡ

加EⅢ

大木系

No,3

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

860

361

362

第75図 363

364

365

8F8

8F7

8F7

8F7

8F7

8F17

8F13

8F7

8F6

8F8

8F8

8F8

8F7

8F6

8F18

8F8

B F13

3F12

3F6

3F6

〕F12

,F8

)F12

)F12

,F16

1F7

1F7

1F12

1F12

1F12

1F23

1F7

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ
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表11 出土遺物一縄文土器

挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

第76図 401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

8F7

8F12

8F7

8F12

8F7

8F6

8 Fll

8F7

8F7

8F7

8F7

8F12

8F12

8F12

8F8

8F12

8F8

8F12

8F7

8F12

8F■

8F8

8F■

8F12

8F23

8F12

8F7

8F12

8F7

8F7

8F12

8F8

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加E剥

加EⅣ

加E lv

加EⅣ

加E Iv

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加E Iv

加E Iv

加EH

加E Iw

加E Iw

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

432

433

433

435

436

437

438

439

440

第77図 441

442

443

444

445

8F7

8F7

8F7

8F12

8F7

8Fユ

8F7

8 Fll

8F7

8F12

8F7

8F12

8F12

8F12

8F7

8F7

8F7

8F12

8F7

8F8

8F12

8F12

8F12

8F13

8F7

8F7

8F

8F6

8F8

8F13

8F12

8F12

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加E lv

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加E lv

加E Iv

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

446
4

447

448

449

450

451

452

453

454

455

456

457

458

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

第78図 474

475

476

477

8F12

8F■

8F7

8 Fll

8F7

8F■

8F13

8F7

8F12

8F12

8F23

8F8

8F7

8F12

8F22

8F22

8F12

8F12

8F7

8F7

8F8

8F〔

8F'こ

8F12

8F7

8F7

8F7

8F12

8F8

8F7

8F7

8 Fll

加E

加E

加E

加E

加E

中 ?

中?

称

称

称

称
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表12 出土遺物―縄文土器

挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考 挿図番号 出土地点 時 期 備  考

男,78E]478

479

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

496

497

498

499

500

8F18

8F16

8F16

8 Fll

8F6A

8F12

8F7

8F12

8 Fll

8F7

8F7

8F12

8 F ll

8F■

8F7

8F16

8F7

8F7

8F7

8 F ll

8F7

8F7

8F23

称

称

称

称

称

称

称

称

称

称

称

称

称

称

称

称

称

称

´
称

称

称

称

称

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

第79図 512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

8F7

8F8

8F7

8F12

8F7

8F12

8F7

8F12

8F12

8F7

8F7

8G l

8Gl

8G6

8G6

8G2

8 G ll

8G12

8G6

8G6

8G8

8G6

8G8

称

中?

称

称

称

称

加B

称

中初

加EI

加E]

加EI

加EI

加EI

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅢ

加EⅣ ?

524

525

526

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

545

546

8G8

8G8

8Gl

8G8

8G6

8G6

8G6

8G6

8G6

8G6

8G8

8G2

8G6

8G8

8G■

8G■

8G l

8G12

8G12

8G12

8G12

8G12

8 G ll

加EⅢ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

加EⅣ

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

後初

※阿…阿工台 中…中期 加EI～Ⅶ…加曽利EI～Ⅳ
中・初…中期初頭 勝…勝坂 称…称名寺 堀…堀之内
後…後期 加B…加曽利B
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表13 出土遺物 弥生土器・内耳・灯明皿・土製品他

挿図番号 出土地点 名  称 時 期 挿図番号 出土地点 名  称 時 期 挿図番号 出土地点 名  称 時 期

第80図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

8F23

8F7

8F7

8F7

7F20溝

7F20溝

8F7

8F7・方1

8F2

7F12・方2

8F6A

8F7

8Fll・方1

8F7

8F7

7F12'方 1

表採資料

7F13・方2

7F20濤

土製円盤

|スプーン形

蓋形土器 加EⅣ

第81図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

7G15・方3

8F16

7G15濤

7Glo

8G6

7G14・方2

8F7

7G14・方3

7G14・方3

8Fll・方1

7F24・方2

8Fl■方1

7F24・方2

7G14・方3

8F7

7G14'方 3

7G14・方3

8Gl濤

7F13・方2

7G15溝

7G15溝

弥生土器 後 期 第82図 1

2

3

4

5

6

7

8

第83図 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

7Glo溝

8G6濤

表採資料

8Gl

8Fll

8Gl溝

8Fll

表採資料

7G10

7G10

7G15濤

8Gl濤

7G9濤

7G15

8F13

7G14

7F24溝

7F25溝

7F25濤

8G6溝

7F20溝

7G15

7F25溝

7G9溝

8G6溝

7G5濤

灯 明 皿

陶  器

灯 明 皿

杯形土器
(須恵器)

(土師器)
内耳口縁

内耳底部

leBり 9ヽ

平 安

中 世
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表14出土遺物一石器

団
四

コ
巧

挿

番 名  称 出土地点 法  量 石 質 備 考
図

号

挿

番 名  称 出土地点 法  量 石 質 備 考

牲
到

2

3

4

〕5図
-1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

36図

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

石核(COVe)

家!片ぼ爛蝸

石核(Cove)

握斧 ?

ナイフ形石器

掻   器

尖 頭 器

尖 頭 器

尖 頭 器

彫   器

ナイフ形石器

削   器

剣   片

11   片

象!   片

剣   片

象1   片

素」  片

ま1   片

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石   鏃

石  鏃

石  鏃

表採資料

7F23・方3

表採資料

7G5・濤1

7F23,方 3

8F7'方 1

表採資料

8F7'A

7F24

表採資料

7G15'濤 2

7G5'濤 1

8F7

表採資料

7Flo

8G3,D3

表採資料

8Fll・住1

8F23・方3

8F8'方 1

8G3,D4

7F15・溝1

8G8・ Dl

8Fll・方1

|
4.lXl.8XO.91

4.8X2.3XO,9

2,8Xl,9XO.4

2.4Xl.6XO.4

4,8X2.OXO.5

2.8X2.9XO,7

2.3Xl.2XO,7

2.4Xl.6XO.4

2.2Xl.8X04

2,7X19XO,4

2.6Xl,7XO.4

3.2X2.6XO.6

4.lX3.6Xl.4

1,8X12XO,3

1.9Xl.4XO.3

2.lXl.8XO.5

1,9Xl.5XO.4

2 3Xl.6XO.4

2.2Xl.6XO.3

2.2Xl.6XO.3

2,2Xl.6X03

2.lXl.6XO.3

1,3X15X03

1.3Xl,5XO,3

1.5Xl.5XO.3

安 山岩

安 山岩

安 山岩

砂  岩

チャート

黒 躍 石

安 山岩

頁  岩

チャート

チャート

チャート

チャート

黒 1狸 石

チャート

チャート

チャート

チャート

買  岩

チャート

黒 曜石

チャート

チャート

チャート

チャート

チャート

頁  岩

頁  岩

チャート

黒 l程 石

黒 曜石

めのう

旧石器

旧石器

旧石器

旧石器

旧石器

旧石器

旧 石 器
茎 部 欠

旧 石 器
先端部欠

片面加工

茎部欠

先端音I欠

菫著I欠

茎部欠

13

14

15

16

17

18

19

20

埋
・２‐　
２２
　
２３
　
２４
　
２５
　
２６
　
２７
　
２８
　
２９
　
３０
　
３‐
　
３２
　
３３
　
３４
　
３５
　
６
腰
１
　
２
　
３
　
４
　
５
　
６
　
７

３

８８

一

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石  鏃

石   錐

石  錐

石  鏃

石  鏃

大  珠

磨製石斧

磨  石

磨   石

骨 角 器

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

1打 製石斧

II豊 :a

表採資料

7F15'D6

6G8'表土

8G3・ D4

BF18・住1

8F12.D4

表採資料

8F16'Pl

表採資料

7F24・方3

6F20

7F24.D7

8F7・濤

7F24・方3

6F22・ 表土

8G13・ D4

7F18・方2

表採資料

8F21'P4

8Gll

8Gll

1,4Xl,lXO.2

1.5Xl.4XO.4

2.OXl.6XO.3

1,9Xl.6XO.3

2,6Xl,5XO.3

2.3Xl,7XO,4

2.2X15XO.4

1,8Xl.8XO,3

1.8Xl.5XO.3

2.6Xl,9XO,3

3,7Xl.6XO,5

3.lX2.lXO.6

2.6Xl.9XO.4

2.5Xl19XO.4

1.4X2.4XO,3

2 8Xl.9XO,7

3,lX2,OXO.6

1.4Xl,7X04

0,8Xl lXO.3

4,OX2.8× 2.3

黒 曜石

黒 l覆 石

チャート

チャート

チャート

頁  岩

チャート

チャート

チャート

頁  岩

チャート

チャート

頁  岩

頁  岩

黒 曜石

チャート

黒 曜石

水  晶

花 前岩

緑泥片岩

きI分欠

部分欠

一部欠

先端部欠

一部欠

先端部欠

先端部欠

先端部欠

部分

部分

考欠

ノミ形
石 器

2229

156g

3529

2019
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表15 出土遺物・石器
'

図

号

挿

番 名  称 出土地点 法  量 石 質 備 考
図

号

挿

番 名  称 出土地点 法  量 石 質 備 考

凶

８

　

９

　

０

　

１

　

２

　

３

　

４

　

‐５

　

‐６

　

‐７

　

‐８

　

‐９

　

２０

　

２‐

　

２２

7

8

蜘
・‐７

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

礫   器

礫   器

礫   器

翻

ＳＧ‐３，
表±

７Ｆ２４．
溝

７Ｆ２５

］

聞

７Ｆ‐８．
方２

Ｆ‐７．
住‐

Ｆ‐７．
住‐

蜘

Ｆ８

Ｇ９．
濤

Ｆ‐‐・
方‐

７Ｆ２５

７Ｆ‐８，
方２

８Ｆ‐７．
住‐

８Ｆ８，Ａ

７Ｆ‐０．
方‐

７Ｆ‐０．
方‐

８Ｇ８．Ｄ‐

8F7・ D

7G9,D3

7G3・住2

8F8・方1

7G10.溝

8Fl■方1

8F18'方 1

7G15・溝

2T,D4

8F8

8Fll・住1

7G10

9,2X61X3.6

118X80X5.3

74X6.OX2.6

133X30X2.3

11.2X6.2X5,1

8.6X5.lX2.7

一・‐８・
‐９
　
２０
　
２‐
　
２２
　
２３
　
２４
　
２５
　
２６
　
２７
　
２８
　
２９
　
３０
　
３‐
　
３２
　
３３
　
３４
　
３５
　
螂
・３６　
３７
　
３８
　
３９
　
４０
　
４
　
４２
　
４３
　
４４
　
４５
　
４６
　
４７
　
４８
　
４９

磨   石

磨   石

磨   石

磨   石

磨   石

磨   石

磨   石

判
判
郭
抑
司
劉
一

８Ｆ８．
方‐

翻

６Ｆ‐２．
表±

７Ｆ‐５Ｐ‐

８Ｆ７

８Ｆ８

Ｇ
・
住２

Ｆ‐２．
方‐

Ｆ８

Ｆ７

Ｆｌ３．
Ｄ３

Ｆ６．
Ａ

．
方２

，
Ｄ‐

　

　

碗

伽

・
Ｄｌ

Ｆ‐８

Ｆ２４

Ｆ‐９

Ｆ‐３

Ｆ‐８

Ｆ９，

Ｇｌ３

Ｆ‐５

Ｆ‐３

Ｆ７

Ｆ７．

Ｆ２０

Ｆ２４

・

8,2X5,3X4.5

6.3X6.2X39

7.5X5.5X3,8

6.9X4.6X4.0

部分

磨石

磨石

磨石
1979

磨石

磨石

敲打痕

敲打痕

敲打痕

敲打痕
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表16 出土遺物一石器
区

号

挿

番 名  称 出土地点 法  量 石 質 備 考
図

号

挿

番 名  称 出土地点 法  量 石 質 備 考
岬
項
　
５‐
　
５２

醒
・１　
２

石  皿

砥  石

砥  石

凹  石

凹   石

7G15

7F24・溝

8F7

8F13

7F24'Dl

10.8X7.4X4.6

96X3,l Xl.5

6.OX4.7X2,8

21,OX16.OX8.4

12.8X8.5X8.0

多孔質安山岩

多孔質安山岩

願躙

花 筒岩

花 闘岩

両面使用

部分 -3

4

5

6

凹   石

石  棒

石  皿

石   臼

7F18・方を

7F18

8F18

8F13

133X12.8X7.1

249X12,7X917

25,6X9,8X6.2

,28.5X12.5

多孔質安山岩

花 同岩

安 山岩

安 山岩
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第5章 総

昭和56年に行なわれた倉持遺跡の第 1年次調査に引き続いて、第 2年次調査は昭和
57年 10月

28日 から延べ 4カ 月にわたつて実施されている。倉持追跡の発掘調査は、全国的
にも稀な町単

費による学術的発掘調査であり、遺跡の分布調査、保存等基本的な計画を踏まえてのもので、

まだ不備な点もあり不充分で今後のあり方が検討されるが、開発ブームの中で消滅していく遺勘

の緊急調査の多い中、一石を投じるものとして評価される。

第 2年次の調査は第 1年次の試掘的な段階から、さらに具体的な追跡
の存り方、性格を知る

ためのもので、本格的な倉持遺跡の発掘調査はここから開始されたと言
つても過言ではない。

第 1年次で検出された遺構に基いて作成された計画では、追跡
の拡がり、遺構の密度、時代的

な性格を明らかにするためのもので、予想以上の成果を得る
ことができた。追跡は北から南へ、

また、西から東へと展開しており、時代的にも旧石器時代から中、近世
に至るまでの複合的な

遺跡で、集落における住居跡、墓域等遺構の密度も集中して
いる。また、これ等の遺構は自然

地形の谷がある程度埋没した段階で構築されたものである
ことがわかつている。旧石器時代の

遺構は検出されていないが、安山岩の尖頭器、ナイ
フ形石器、石核等の存在は今後の調査に充

分期侍できる資料である。縄文時代では中期から後期
にわたる時期のものが圧倒的に多く、住

居跡、土壊が数多く検出されている。住居跡はプラ
ンが不整形なものが多く、炉跡、柱穴等も

明確でない。土壊も小竪穴と称される形態をもつもの、円形のプランをもつピ
ツト状のもの、

袋状土竣等いわゆる土渡的なもの (貯蔵穴、墓装の性格は断定できない)等があるが、形状だ

けでは分類できない状況である。埋甕も深鉢土器をさかさまに置いたもの、正常位に置いたも

の、不明瞭のものがあり、さらに細かい観察が必要である。時期的な分類は出土した土器で成

されるものであろうが、異なる時期のものが混在しているものが多く、断定するまでには時間

が費されるであろう。また、在地性の土器に対する外来系、すなわち東北、中部、東海地方の

土器のあり方、石器に使用される石 (花商岩、チヤート、黒曜石等が多い)の制約的な問題も

この時期倉持遺跡を含めた真壁地方の縄文時代を考える上で重要な課題となるであろう。弥生

時代の遺構は住居跡が 2軒のみで遺物もほとんどないが、追跡の拡 がりからみて今後はかな

り検出されるであろう。古墳時代の遺構も少ないが、 1年次の調査と合わせて円墳 1基、方形

同濤墓 3基であるが、こうした墓を構築した集回の村が近くに存在しているものと思われる。

歴史時代の遺構としては、土IIA、 築地イ犬遺構、路状遺構等があり、明確な規模は把握できない

ながら、「院」の墨書須恵器や、鎮壇具的に埋置された三筋壷 (瓶子)等は寺院、館の存在を

充分に推察できるものであり、様々の課題を残しながらも今後の発掘調査の展開に注目したい。
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図版 1

遺跡近景 (西側より)

遺跡全景 (南恨1よ り)
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図版 2
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第 1ト レンチ (南側より)
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遺跡西恨J―溝跡 (南側より)
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図版 3

路状遺構 (南側より)

築地状遺構と周辺の遺物出土状況
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図版 4

遺跡西側の遺構検出状況 (南側より)

遺跡中央部の遺構検出状況 (南側より)
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遺跡北側―路状遺構と溝跡 (西側より)

み職

エイ

醜

イ
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遺跡北側の選構検出状 |'と一住ill跡 と |二躾 (西側より)
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遺跡東南倒の遺構検出状況 (東側より)

遺跡西側の遺構検出状況 (西側より)
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方形周溝墓と同辺の遺構 (南狽1よ り)

1号方形用溝菜の北西隅 (南狽‖より)

鸞
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図版 8

第 1ト レンチー南側部分

(東側より)
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図版 9

第 1ト レンチー (南側より)

第 1ト レンチー土躾群

(】ヒ狽Jよ り)

第 1ト レンチー土躾 1内

遺物出土状況 (西恨!よ り)

‰ |
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図版10

第 2ト レンチー (南側より)

第 2ト レンチー土壊 1

(北側より)

第 2ト レンチー遺物出土

状況 (東側より)

ゑ

-124-



て:'子Ⅲ

図版11

遺跡西側―遺構プラン

確認状況 (南側より)

遺跡中央部―畝状遺構の
確認状況 (東側より)

遺跡中央部―遺構検出

状況 (南側より)
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図版12

円形土躾 (7G15P3)
の堆積土層

(南側より)

円形土羨 (7G15P2)
の堆積土層

(東側より)

円形土壊 (7G10P2)
の堆積土層

(東側より)

-126-



図版13

遺跡北側の遺構検出状況

(西側より)

遺跡北側の遺構一住居跡

と土躾 (東側より)

遺構南側の遺構検出状況

(西側より)
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図版14

遺跡北側の上躾検出状況

(東側より)

遺跡東側の遺構検出状況

(南側より)

遺跡東根Jの遺構検出状況

(東側より)
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図版15

路状遺構と小竪穴 (7F24)

(東側より)

3号方形周濤墓と円形土羨

(D67F24)(南側より)

1号方形周溝墓の底面に

検出された小竪穴

10(8FH)(北 側より)
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図版16

袋状土壊 7(7F15)の

堆積土層 (東側より)

袋状土嬢 7の土器出土

状況 (南狽Jよ り)

袋状土壊 7の上器出土

状況 (西側より)
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図版17
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図版18

埋甕 3(8F6)と 周辺の遺物

出土状況 (南側より)

埋甕 3と周辺の遺物出土状況

(南側より)

籍 軽

埋甕 3の近景 (南側より)

-132-



渉,ト

‐●4■ 学
~ =

撥
一≡

要

図版19

2号方形周溝墓と住居跡 2

(7F18)(北側より)

2号方形用溝菜南西隅部分

の遺物出土状況 (東側より)

石棒 (米「|1石)の出土
】犬1兄 (北側より)
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図版20
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袋状土躾 5(7G9)の遺物
出土状況

選物 (四十石・縄文土器)

出土状況 (8F13)

集石遺構 (8F7)



森森と亀蟄ЧH畿務難鱗 争手纏

図版21

弥生時代の住居跡

(8F17・ 18)(西側より)

弥生時代の住居跡

(南側より)

弥生時代の住居跡

(床面の弥生土器)
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図版22

3号方形川濤墓西側

(南側よ I〕 )

3号方形用滞墓南側

(東側より)

3号方形川滞墓束側滞

北壁の断面 (南側より)
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図版23

路状遺構と土壊 9(7G4)
(東恨Jよ り)

路状遺構と溝跡

(西側より)

路状遺構と溝跡

遺物出土状況 (南側より)
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図版24

溝跡と土躾群 (7G10)

(西側より)

濤跡と土壊群

(西側より)

濤跡と周辺の遺構

(東側より)
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図版25

土器焼成遺構 (8F12)
の粘土堆積状況

(北側より)

土器焼成遺構の遺物出土

状況と堆積土層

(東側より)

土器焼成遺構の遺物出土

状況

(南側より)
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図版26

瓶子出土状況

(8F12-東側より)

瓶子出土状況

(8F12-西側より)

遺物出土状況

(8F13-北側より)
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図版27
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発掘作業風景
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図版28

I

出土遺物 1-縄文土器
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出土遺物 2-縄文土器・土製品
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図版30

出土遺物 3-旧石器
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出土遺物 4-石器・剰片
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出土遺物 6-磨製石斧・打製石斧
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出土遺物 8-石器・骨角器
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図版36

出土遺物 9-石棒・凹石・石皿
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図版37

灯明皿

弥生土器

出土遺物10-弥生土器・灯明皿・杯形土器

杯形土器
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図版38

(底部・上面)

出土遺物H―瓶 子
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内耳土器

出土遺物12-内耳土器・硯・砥石・石臼
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